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平成２２年度 社会福祉法人東大阪市社会福祉協議会 事業報告

一昨年９月から、東大阪市社会福祉協議会の改革・改善を目指して、役員及び評議員の選出方法、定
数見直し、またそれに関連する事項について、「役員・評議員選出等検討委員会」で１年以上の慎重な
審議が重ねられ、１１月に答申が出されました。
それを受けて、理事会・評議員会では今後５年・１０年先の社会福祉協議会のあり方や果たさなけれ

ばならない役割・機能などに重点をおいた、理事・評議員の定数の見直しをはじめ、定款の変更や規程
の制定などの改革・改善案が可決承認されました。平成２３年度から社会福祉協議会が地域福祉のとり
まとめ役としての機能を十分に発揮できる組織として、改革・改善の一歩を踏み出すことができた。
また、社会福祉協議会活動の指針となる「新・地域福祉活動計画プラン’１３ひがしおおさか」が２

年目となり、推進委員会で進捗状況を報告し、継続改善を図るとともに、コミュニティワーカーを増員
し、地域福祉の取りまとめや基幹的役割を担うべく、地域福祉に取り組む校区福祉委員会をはじめ、福
祉施設や市民福祉活動団体、関係機関などとの連携やネットワーク化を推進し、地域福祉の課題の解決
に取り組んできた。
東大阪市の「外郭団体統廃合等方針」に基づき、介護保険事業等から縮小・撤退し、地域福祉推進の

ための企画・調整機能に重点化していくため、訪問介護事業については平成２３年３月に廃止した。
一方で、日常生活のなかでの困りごとを抱えた住民の方が、地域で安心した生活が送れるように簡易

な家事援助をワンコインで提供する「地域安心生活サポート事業」を平成２３年１月より開始させた。

平成２２年度は、主に以下の事業活動を行った。

１．小地域ネットワーク活動推進事業は、４５の全校区福祉委員会で取り組まれており、市内全域で地
域の要援護者を支えあう多様なネットワーク活動が展開されている。まちかど福祉相談所の開設や介
護予防事業の実施等、専門機関と地域との協働による様々な取り組みをはじめ、日頃からの個別ケー
スの見守り援助活動を活かした、災害時要援護者等防災訓練が１０校区で実施された。

２．ボランティア・市民活動センターは、地域福祉を推進するための基盤づくりを行い、「第８回ボラ
ンティア基金・チャリティーコンサート」の開催をはじめ、「ボランティア研究集会」を東大阪市ボ
ランティア連絡会と協働して開催し、多くの市民に広くボランティア活動についてＰＲすることがで
きた。
ボランティア養成講座については１０講座１３コースで、延べ参加人数２，５８７人の市民が受講

し、ボランティア活動に対する関心が深まり、修了後はボランティアグループに加入するなど実践に
つながった。
また、地域における子育ての相互援助活動であるファミリー・サポート・センター事業においては、

会員登録５３８人、活動件数は１，８４２件であった。

３．コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）配置事業が開始され６年が経過し、各関係機関にも認
知されるようになり、行政をはじめ、関係団体や学校関係、他市のＣＳＷなどとも連携できるように
なってきた。
また、市民が身近なところでの相談窓口としての、各リージョンセンターでの「福祉の出張相談コ

ーナー」はチラシやポスターの作成により相談件数が増加した。
さらに、より一層のセーフティーネット構築を目指して、校区福祉委員会連絡会の会議や研修会・

校区民生委員児童委員会への出席や、コミュニティワーカーや地域包括支援センター等との連携を図
り、市健康福祉企画課と地域福祉のネットワークづくりについての会議を開催した。

４．基幹型地域包括支援センターは、東大阪市高齢者地域ケア会議（機関等代表者会議、企画運営会議、
高齢者虐待防止専門会議、地域別会議、個別支援策検討会議）の運営及び１９カ所の地域包括支援セ
ンターが地域や関係機関と連携を結び、仕組み作りを行うためのワーキングチーム会議の開催や研修
会を実施した。
また、認知症について多くの市民の理解を得るため「認知症を知る地域講演会」の開催や「認知症

相談窓口のしおり」を関係機関等に配布した。
さらに、市民により身近に理解していただくために「認知症とのおつきあい」のチラシを作成し、

全戸配布を行い啓発に努めた。社会福祉協議会が担当する地域では、介護予防教室の開催に重点を置
き、延べ６７回開催し１，４３４人の参加があった。
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５．日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）では、増加傾向にある利用希望者への待機を解消
し、迅速な対応を図るため業務の効率化を図った。
その結果、契約を締結しサービスを開始した数は７５件であったが、一方で終了したケースが３１

件にのぼり、合計では４４件の増加にとどまった。年度末でのサービス実施ケースは２３２件となっ
た。
また、関係機関等からの相談が延べ５，２７２件あり、一年前と比べると６００件の増加となった。
今後も相談やサービスの利用希望が増えると予想されるため、業務形態の強化とサービスの効率化

を図り、事業を推進していく。

６．指定管理者として運営している４ヵ所の施設５事業（高齢者サービスセンター老人センター・デイ
サービス、五条老人センター、高井田老人センター、楠根デイサービスセンター）については、施設
運営のあり方が注目されており、特に老人センターでは地域に根付いた活動の拠点となるように事業
を推進した。

Ⅰ．総務課
１．法人運営（社協組織の充実）
１．三役会・理事会・評議員会の開催
（１）三役会の開催

開催日 会 議 名 案 件

5/20 三 役 会 ①平成２１年度社協一般会計補正予算（第２回）の件
5/25 ②平成２１年度社協事業報告の件

③平成２１年度一般会計収支決算認定の件
④理事・評議員選任の件
⑤委員会委員委嘱の件
⑥金婚夫婦の集い準備委員会設置の件
⑦平成２２年度社協会員募集の件
大阪府共同募金会 東大阪地区募金会
①配分審査委員会設置の件

6/14 三 役 会 ①役員評議員選出等検討委員会について
②社協委員会等正副委員長意見交換会について
③金婚夫婦のつどいについて
④敬老事業補助事業について

7/20 三 役 会 ①敬老事業について
②役員評議員選出等検討委員会について
③職員の新規採用について

8/23 三 役 会 ①職員採用試験について
②地域安心生活サポート事業について
③金婚夫婦のつどいについて
④敬老事業について
⑤共同募金運動・歳末たすけあい運動配分事業、地域福祉推進
モデル事業の審査結果について

⑥役員評議員選出等検討委員会について

9/ 6 三 役 会 ①職員採用試験について
②金婚夫婦のつどいについて
③ダイヤモンド婚夫婦お祝い事業について
④共同募金・街頭募金について
⑤役員評議員選出等検討委員会について
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開催日 会 議 名 案 件

9/ 6 三 役 会 ①苦情解決事業第三者委員選任の件
②職員及びホームヘルパー就業規則一部改定の件
③育児・介護休業等に関する規則一部改定の件
④職員採用試験実施の件
⑤組織構成会員加入の件
⑥地域安心生活サポート事業実施の件
⑦第８回ボランティア基金チャリティーコンサート開催の件
⑧平成２２年度歳末たすけあい運動配分事業実施の件
⑨玉串保育園就業規則一部改定の件
⑩玉串保育園育児休業及び育児短時間勤務に関する規則及び介
護休業、介護短時間勤務及び子の看護休暇に関する規則一部
改定の件

⑪ダイヤモンド婚夫婦お祝い事業の件
大阪府共同募金会 東大阪地区募金会
①共同募金運動実施の件

9/16 三 役 会 ①ダイヤモンド婚夫婦お祝い事業について
9/29

10/20 三 役 会 ①役員評議員選出等検討委員会について
②職員採用試験状況について

12/ 2 三 役 会 ①人事院勧告に伴う職員等の給与規程一部改正の件
12/22 ②役員・評議員選出等検討委員会答申の件

③組織構成会員加入承認の件
④平成２２年度一般会計補正予算（第１回）（案）の件
⑤評議員選任の件
⑥訪問介護事業所閉所の件
⑦平成２２年度歳末たすけあい運動配分事業の件
大阪府共同募金会 東大阪地区募金会
①平成２２年度共同募金運動実績（中間報告）の件

1/21 三 役 会 ①校区福祉委員会連絡会の答申に対する意見対応について

1/26 三 役 会 ①答申に対する意見・提案について

2/16 三 役 会 ①理事委嘱の件
2/18 ②評議員選任の件

③定款一部改定の件
④役員選出規程及び評議員選任規程を理事・監事・評議員選任
規程に改め制定する件

⑤校区福祉委員会規程制定の件
⑥役員、委員等の報償等に関する規則を役員等の報酬に関する
規程に改め制定する件

3/16 三 役 会 ①平成２２年度歳末たすけあい運動配分事業報告の件
3/29 ②平成２２年度社協一般会計補正予算（第２回）の件

③平成２３年度社会福祉協議会会員募集の件
④平成２３年度受託事業、指定管理事業等契約締結の件
⑤平成２３年度事業計画（案）及び一般会計予算（案）の件
⑥校区福祉委員会連合会規程制定の件
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（２）理事会の開催

開催日 会 議 名 案 件

5/25 第２２４回理事会 ①平成２１年度社協一般会計補正予算（第２回）の件
②平成２１年度社協事業報告の件
③平成２１年度一般会計収支決算認定の件
④評議員選任の件
⑤委員会委員委嘱の件
⑥金婚夫婦の集い準備委員会設置の件
⑦平成２２年度社協会員募集の件
大阪府共同募金会 東大阪地区募金会 第１回理事会
①配分審査委員会設置の件

9/ 6 第２２５回理事会 ①苦情解決事業第三者委員選任の件
②職員及びホームヘルパー就業規則一部改定の件
③育児・介護休業等に関する規則一部改定の件
④職員採用試験実施の件
⑤組織構成会員加入の件
⑥地域安心生活サポート事業実施の件
⑦第８回ボランティア基金チャリティーコンサート開催の件
⑧平成２２年度歳末たすけあい運動配分事業実施の件
⑨玉串保育園就業規則一部改定の件
⑩玉串保育園育児休業及び育児短時間勤務に関する規則及び介
護休業、介護短時間勤務及び子の看護休暇に関する規則一部
改定の件

⑪ダイヤモンド婚夫婦お祝い事業の件
大阪府共同募金会 東大阪地区募金会 第２回理事会
①共同募金運動実施の件

12/ 9 第２２６回理事会 ①人事院勧告に伴う職員等の給与規程一部改正の件
②役員・評議員選出等検討委員会答申の件
③組織構成会員加入承認の件
④平成２２年度一般会計補正予算（第１回）（案）の件
⑤評議員選任の件
⑥訪問介護事業所閉所の件
⑦平成２２年度歳末たすけあい運動配分事業の件
大阪府共同募金会 東大阪地区募金会 第３回理事会
①平成２２年度共同募金運動実績（中間報告）の件

2/18 第２２７回理事会 ①理事委嘱の件
②評議員選任の件
③定款一部改定の件
④役員選出規程及び評議員選任規程を理事・監事・評議員選任
規程に改め制定する件

⑤校区福祉委員会規程制定の件
⑥役員、委員等の報償等に関する規則を役員等の報酬に関する
規程に改め制定する件

3/29 第２２８回理事会 ①平成２２年度歳末たすけあい運動配分事業報告の件
②平成２２年度社協一般会計補正予算（第２回）の件
③平成２３年度社会福祉協議会会員募集の件
④平成２３年度受託事業、指定管理事業等契約締結の件
⑤平成２３年度事業計画（案）及び一般会計予算（案）の件
⑥校区福祉委員会連合会規程制定の件
大阪府共同募金会 東大阪地区募金会 第４回理事会
①平成２２年度共同募金運動実績報告の件
②平成２３年度東大阪地区募金会収支予算（案）の件
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（３）評議員会の開催

開催日 会 議 名 案 件

5/25 第１８２回評議員会 ①評議員選任の件
②委員会委員委嘱の件
③金婚夫婦の集い準備委員会設置の件
④平成２２年度社協会員募集の件
⑤平成２１年度社協一般会計補正予算（第２回）の件
⑥平成２１年度社協事業報告の件
⑦平成２１年度一般会計収支決算認定の件
⑧理事選任の件
大阪府共同募金会 東大阪地区募金会 第１回評議員会
①配分審査委員会設置の件

9/ 6 第１８３回評議員会 ①苦情解決事業第三者委員選任の件
②職員及びホームヘルパー就業規則一部改定の件
③育児・介護休業等に関する規則一部改定の件
④職員採用試験実施の件
⑤組織構成会員加入の件
⑥地域安心生活サポート事業実施の件
⑦第８回ボランティア基金チャリティーコンサート開催の件
⑧平成２２年度歳末たすけあい運動配分事業実施の件
⑨玉串保育園就業規則一部改定の件
⑩玉串保育園育児休業及び育児短時間勤務に関する規則及び介
護休業、介護短時間勤務及び子の看護休暇に関する規則一部
改定の件

⑪ダイヤモンド婚夫婦お祝い事業の件
大阪府共同募金会 東大阪地区募金会 第２回評議員会
①共同募金運動実施の件

12/ 9 第１８４回評議員会 ①人事院勧告に伴う職員等の給与規程一部改正の件
②組織構成会員加入承認の件
③評議員選任の件
④平成２２年度歳末たすけあい運動配分事業の件
⑤役員・評議員選出等検討委員会答申の件
⑥平成２２年度一般会計補正予算（第１回）（案）の件
⑦訪問介護事業所閉所の件
⑧理事選任の件
大阪府共同募金会 東大阪地区募金会 第３回評議員会
①平成２２年度共同募金運動実績（中間報告）の件

2/18 第１８５回評議員会 ①評議員委嘱の件
②定款一部改定の件
③役員選出規程及び評議員選任規程を理事・監事・評議員選任
規程に改め制定する件

④校区福祉委員会規程制定の件
⑤役員、委員等の報償等に関する規則を役員等の報酬に関する
規程に改め制定する件

3/29 第１８６回評議員会 ①平成２２年度歳末たすけあい運動配分事業報告の件
②平成２２年度社協一般会計補正予算（第２回）の件
③平成２３年度社会福祉協議会会員募集の件
④平成２３年度受託事業、指定管理事業等契約締結の件
⑤平成２３年度事業計画（案）及び一般会計予算（案）の件
⑥校区福祉委員会連合会規程制定の件
大阪府共同募金会 東大阪地区募金会 第４回評議員会
①平成２２年度共同募金運動実績報告の件
②平成２３年度東大阪地区募金会収支予算（案）の件
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（４）社会福祉協議会・会計監査

5/19 ①社会福祉協議会の事業実施状況及び予算執行状況、決算報告

２．委員会の開催
（１）総務委員会

開催日 案 件

5/18 ○平成２１年度社協一般会計補正予算（第２回）について
①平成２１年度社協事業報告について
②平成２１年度社協一般会計決算報告について
③平成２２年度社協会員募集について

8/20 ○社協賛助会費中間報告
○社協組織構成会員加入状況報告
①平成２２年度共同募金運動の実施について
②平成２２年度歳末たすけあい運動配分事業の実施について

11/26 ○共同募金運動中間報告
○社協賛助会費中間報告
○社協組織構成会員加入状況報告
①平成２２年度社協一般会計第１回補正予算（案）について
②平成２２年度歳末たすけあい運動配分事業について

3/16 ○社協賛助会費及び組織構成会員加入状況報告
○共同募金運動事業実績報告
○歳末たすけあい運動配分事業実績報告
①社協会費募集及び組織構成会員加入依頼について
②平成２２年度社協一般会計補正予算（案）について
③平成２３年度受託事業（案）について
④平成２３年度社協事業計画（案）及び予算（案）について

（２）在宅介護サ－ビス事業委員会

開催日 案 件

5/14 ①平成２１年度補正予算（第２回）について
②平成２１年度事業報告について
③平成２１年度決算報告について

11/19 ①地域安心生活サポート事業の概要について
②平成２２年度 補正予算（第１回）について
③訪問介護事業所閉所について

3/15 ①平成２３年度受託事業契約（案）について
②平成２３年度事業計画（案）について
③平成２３年度予算（案）について

（３）玉串保育園経営委員会

開催日 案 件

5/12 ①平成２１年度玉串保育園事業報告について
②平成２１年度玉串保育園決算報告について

3/14 ①平成２３年度玉串保育園事業計画（案）及び予算（案）ついて
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（４）広報事業委員会

開催日 案 件

8/30 ①第９３号「社協ひがしおおさか」の発行について
②新名称について
③第９４号広報紙の内容について

12/ 7 ①第９４号広報紙の新名称について
②第９４号広報紙の内容について

3/ 2 ①広報紙 新名称のロゴについて
②紙面構成について
③第９４号広報紙の内容について
④第９５号広報紙の内容について

3/23 ①第９４号広報紙の内容について
②社協マスコットキャラクターについて

（５）生活福祉資金貸付調査委員会（１２月より委員会廃止）

開 催 日 貸付審査件数 開 催 日 貸付審査件数 開 催 日 貸付審査件数

４／２７ ４ ７／２２ ７ １０／２０ ５

５／２７ ３ ８／２６ ３ １１／２５ ７

６／２４ ７ ９／２２ ８ 合 計 ４４件

（６）ボランティア・市民活動委員会

開催日 案 件

5/13 ①各種ボランティア養成講座・需給調整業務報告
②ボランティア基金累計額報告
③交通遺児激励金給付事業・ねたきり高齢者見舞品贈呈事業報告
④ファミリー・サポート・センター事業現況報告
⑤平成２１年度事業報告（案）
⑥平成２１年度決算報告（案））
⑦ボランティア基金チャリティーコンサートについて（開催要項等）

7/ 8 ①ボランティア養成講座・梅の実収穫見守りボランティア・需給調整業務報告
②ボランティア基金累計額報告
③ファミリー・サポート・センター事業現況報告
④小地域ネットワーク活動推進事業報告
⑤いきいきネット相談支援センター関係報告
⑥河内地区児童福祉施設「交歓ソフトボール大会」開催に伴う払出について
⑦ボランティア基金ダイレクトメール発送について
⑧ボランティア基金チャリティーコンサートについて（協賛広告等）

8/24 ①夏期ボランティア体験プログラム・需給調整業務報告
②ボランティア基金累計額報告
③「夏季林間学校」事業報告
④ファミリー・サポート・センター事業現況報告
⑤福祉施設会主催「合同運動会」開催に伴う払出について
⑥心身障害者（児）「１日レクリェーション」事業の実施について
⑦ボランティア基金チャリティーコンサートについて（協力券等）

10/19 ①各種ボランティア養成講座・市民福祉講座・需給調整業務報告
②ボランティア基金累計額報告
③ファミリー・サポート・センター事業現況報告
④ボランティア基金チャリティーコンサートについて（広報・進捗状況等）
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開催日 案 件

11/24 ①精神保健福祉ボランティア養成講座・需給調整業務報告
②ボランティア基金累計額報告
③ボランティア基金ダイレクトメールの中間報告
④福祉施設会「合同運動会」の報告
⑤ファミリー・サポート・センター事業現況報告
⑥小地域ネットワーク活動研修会
⑦ねたきり高齢者見舞品贈呈事業の実施について
⑧施設児童・里親家庭児童小学校入学祝品贈呈事業について
⑨ボランティア基金チャリティーコンサートについて（役割分担等）

3/16 ①各種ボランティア養成講座・あいあいサロン・需給調整業務報告
②ボランティア基金チャリティーコンサートの報告
③ボランティア基金累計額報告
④心身障害者（児）「１日レクリェーション」事業報告
⑤ファミリー・サポート・センター事業現況報告
⑥小地域ネットワーク活動研修会
⑦平成２３年度事業計画（案）
⑧平成２３年度予算（案）

（７）役員・評議員選出等検討委員会

開催日 案 件

4/ 9 ①校区福祉委員会について（定款・規程・準則）
②校区福祉委員会の事業にについて
③社協・委員会及び事業について
④社協会員・倫理規範について
⑤理事会・評議員会の審議事項について

6/14 ①校区福祉委員会規程、準則の最終（案）の確認について
②理事会・評議員会の審議事項について
③これまでの審議経過と今後の予定
④検討事項と改正・見直し（案）の確認

8/ 5 ①役員・委員の報酬について
②部会、委員会の役割・機能の充実強化
③理事・評議員会の定数及び選出方法の見直し

8/23 ①経過報告（中間報告）について

10/26 ①理事・評議員定数見直し（案）について
②答申（案）について
③今後のスケジュールについて

11/25 ①答申（案）の最終確認について

（８）役員・評議員選出等検討委員会答申についての理事・評議員説明会

開催日 案 件

2/ 4 ①答申内容に対する意見についての説明
②理事・評議員の定数及び選出方法について

（９）「新・地域福祉活動計画 プラン’１３ ひがしおおさか」推進委員会

開催日 案 件

6/23 ①「新・地域福祉活動計画」進捗状況について
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２．社協事業の推進
（１）事務局体制の充実
①関係職員連絡会議及びプロジェクトチームによる情報交換、事業の検討及び連携
施策調整会議（毎月）、・所属連絡会議（毎月）、社協３老人センター連絡会議

②プラン’１３職員フォローアップチ－ム会議

開催日 案 件

6/ 9 ①「新・地域福祉活動計画」進捗状況について

③広報事業職員プロジェクトチ－ム会議

開催日 案 件

7/ 5 ・平成２２年度「社協ひがしおおさか」発行スケジュール・編集方針確認
8/ 4 ・「社協ひがしおおさか第９３号」（１０月１日号発行予定）の内容等について

・発行に伴う原稿の持ち寄り、紙面への割り振り
・広報紙の新名称

12/28 ・広報紙第９４号（４月１５日号）の発行に伴う原稿の持ち寄り
1/18 ・広報紙第９４号の内容について
2/ 7 ・発行に伴う原稿の持ち寄り、紙面への割り振り
3/ 9

（２）職員研修会の実施
①職員研修会

開催日 案 件

6/23 「ソーシャルワーカーのためのファシリテーションの入門」
地域で活かすファシリテーション～その意義・価値・手法～
講師：大阪教育大学 准教授 新﨑国広 氏

②福祉と共生を考えるセミナー

開催日 案 件

10/22 講演：「障がいの理解と共生社会の実現に向けて」 於：市民会館
講師：東大阪市療育センター センター長 勝山 真介 氏
講演：人生は一番でなくてもいい～生まれてきてくれて、ありがとう～」
講師：元マラソンランナー 松野 明美 氏

③社会福祉施設従事者等人権研修会

開催日 案 件

2/22 講演：「福祉サービスの向上について」
講師：大阪府立大学 教授 関川 芳孝 氏

④職員人権研修

開催日 案 件

3/ 7 講演：「"豊かな人権感覚"～男女が働きやすい職場をめざして～」
3/11 講師：東大阪市人権文化部人権室 岩崎参事

（３）情報の発信
①「社協ひがしおおさか」（ボランティア情報、善銀ニュ－ス）等の編集発行
「社協ひがしおおさか」を年２回編集発行（部数：２１０，０００部）し、全戸配布して、市内の

福祉に関するほっとなニュースや取り組みなどを掲載したほか、社協事業についても啓発活動を行っ
た。なお、発行に際して福祉関連の広告掲載を行い、掲載料を費用にあてた。
また、介護者家族の会の機関紙「昴（すばる）」などを活用して、関連事業や福祉情報の紹介を行

った。今年度は、広報紙の名称をはじめ紙面構成を新しくしたため、発行は１０月１日号のみとした。
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広報紙「社協ひがしおおさか」

NO. 発 行 日 主 な 内 容

９３ １０／ １ 平成２２年度赤い羽根共同募金紹介／歳末たすけあい配分申請について／
号 （全戸配布） 社協事業報告・決算報告／組織構成会員・賛助会員募集／日赤募金お礼／

東大阪市介護支援専門員連絡会１０周年記念事業報告／地域包括支援セン
ター一覧表／金婚夫婦のつどい開催案内／広報紙新名称募集／〈特集記事〉
つながる・広がる・地域で安心 ～校区福祉委員会活動紹介・ＮＰＯ地域
情報ネットワーク・ボランティアグループ活動紹介・ファミサポだより・
ワンコイン生活サポート事業～／ＣＳＷいきいきネット相談支援センター
紹介／ＣＳＷ一覧表／介護予防ボランティア養成講座／東大阪市シニア地
域活動実践塾「悠友塾」／３老人センター パソコン教室「年賀状をつく
りませんか」／ボランティアグループ紹介／夏の体験プログラム／夏期林
間学校／預託だより（善意銀行・ボランティア基金）／ボランティア基金
チャリティーコンサート開催案内／ボランティア基金運用益使途／日常生
活自立支援事業

②インターネットホームページ「は－とねっと」による情報の発信
情報公開・情報提供の手段として活用している当協議会のホームページ「はーとねっと」は、全

面リニューアルし、各所属・事業毎の行事予定や「知りたい、学びたい、参加したい、相談したい」
方への最新情報が見やすく、簡単に見られるように改善を行い市民の理解と協力・参加を得た。

③パンフレット等の編集発行及び配布
○平成２１年度事業・歳入歳出決算報告書
○平成２２年度事業計画及び一般会計予算書

（４）大阪府社協主催研修会及び会議等への参加
①大阪府市町村社協連合会会長会・事務局長会会議及び大阪府下社協担当職員会議

会 議 名 開 催 日 場 所

市町村社協連合会総会 4/8 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

市町村社協発展強化指針策定委員会 5/6.6/15.7/7.8/4.9/28. 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-
10/2.11/22.12/20.1/24

市町村社協連合会役員会 6/3.7/1.7/30.11/5.2/3.3/4 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

市町村社協代表者・事務局長会議 6/3.7/1.9/2.10/7.11/5.1/6. 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-
2/3.3/17

河南ﾌﾞﾛｯｸ社協連絡会会長事務局長会 7/21 柏原市社協

市町村ボランティアｾﾝﾀｰ担当職員会議 6/16.7/15.11/19 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

社会貢献事業検討会議 6/29.10/12 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

地域組織担当者会議 7/7 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

地域福祉専門研修委員会 2/7 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

社協連合会河南ﾌﾞﾛｯｸ会長局長会議 2/15 サンヒル柏原

大阪府社協研修運営委員会 3/8 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

大阪府社協理事会 3/23 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

②参加研修会

研 修 会 名 開 催 日 場 所

市町村社協コミュニティﾜｰｶｰ養成研修 4/19 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀ-

市町村社協新任職員研修会 5/18.5/24.6/2.6/8 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

ボランティアスキルアップ研修会 7/20 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

社会福祉法人監事研修会 8/27 大阪府社会福祉会館

小地域福祉活動サミットin松江 9/5 島根県立産業交流会館

共生・福祉のまちづくり研修会 9/13 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ
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研 修 会 名 開 催 日 場 所

社会起業家フォーラムin大阪2010 9/14 阿倍野区民センター

河南ブロック社協会長局長合同研修会 9/15 伊賀市社協

ｺﾐｭﾆﾃｨｰｿｰｼｬﾙﾜｰｸスキルアップ研修会 9/14.11/17.1/27.2/17 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

市町村社協連合会管外研修会 10/15 京都府福知山市社協

施設ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱコーデイネーター研修会 10/18 大阪府社会福祉会館

サービスマナー・セミナー 11/8.11/15 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

大阪府・北河内地域７市合同防災訓練 11/14 深北緑地

災害支援ボランティアﾘｰﾀﾞｰ養成研修 11/18～20 国際障害者交流ｾﾝﾀｰ

大阪府社会福祉大会 11/24 大阪国際交流センター

市町村社協理事研修会 11/26 大阪府社会福祉会館

福祉サービス苦情解決研修会 11/30 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

実習指導者講習会 12/21～22 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

市区町村社協管理職員研修会 1/12～14 ロフォス湘南

福祉のまちづくりセミナー 2/11 よみうり文化ホール

小地域ネットワーク活動ﾘｰﾀﾞｰ研修会 2/24 大阪国際交流センター

苦情解決第三者委員研修会 3/3 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ

小地域ネットワーク活動とコミュニテ 3/11 大阪社会福祉指導ｾﾝﾀｰ
ィソーシャルワーク実践の連携

③日常生活自立支援事業関係

研修会・会議・説明会 等 開 催 日 場 所

成年後見審判申立審査会（市長申立） 5/17.7/13.12/20 東大阪市役所

東大阪市精神科ソーシャルワーカーへ 5/28 地域生活支援ｾﾝﾀｰふう
の事業説明会

大阪府新任者研修会 6/9 大阪府社会福祉会館

ｼﾙﾊﾞｰﾊｳｼﾞﾝｸﾞ利用者への事業説明会 6/16 稲田鷺島住宅団欒室

成年後見講演会 8/11 阿倍野区民センター

大阪府専門員担当者会議 9/7.12/7.3/9 大阪府社会福祉会館

実習生受入（１名） 9/15 日常生活自立支援ｾﾝﾀ-

課題検討ワーキング会議 10/4.11/10.12/13.1/14 大阪後見支援センター

市民後見人・成年後見制度啓発シンポ 10/16 ヴィアーレ大阪
ジウム

福祉と共生を考えるセミナー 10/22 市民会館市民ホール

成年後見制度研修会 10/29 大阪府社会福祉会館

専門員実践力強化研修会Ⅱ 11/1～2 全社協灘尾ホールほか

大阪府による日常生活自立支援事業ヒ 11/25 社協西センター会議室
アリング

マッセ・セミナー福祉を学ぶ府民講座 12/22 大阪府社会福祉会館

後見支援センター実施機関実地調査 2/14 社協西センター会議室

地域ケア会議での事業説明会 2/21 楠根リージョンｾﾝﾀｰ

日常生活自立支援事業連絡会議 2/28 市立総合福祉センター

制度改善ワーキング会議 2/28.3/24 府庁新別館北館・南館

社会福祉トップセミナー 3/12 難波御堂筋ホール



- 12 -

④会務報告

月 日 事 業 名 月 日 事 業 名

4/30 東大阪市自立支援協議会 11/16 府共同募金会評議員会

6/25 社会福祉施設指導監査説明会 12/ 3 平和と人権のつどい

7/27 府共同募金会評議員会 12/14 消防訓練

7/30 大阪府社会起業家部会 1/ 7 総合福祉センター設備点検

8/ 6 地区募金会事務長会議 1/ 8 介護保険事業者連絡協議会ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

8/10 消防訓練 1/23 総合福祉センター電気設備点検

8/27 社会福祉法人監事研修会 1/25 労働安全衛生委員会職員研修会

9/14 体育指導員役員会・理事会 1/28 学校協議会

10/ 1 共同募金運動 街頭啓発 2/18 府共同募金会評議員会

10/18 福祉部ヒアリング 2/23 公正採用選考人権啓発推進員研修会

10/28 東大阪成年後見支援センター設立式 2/28 要保護児童対策地域協議会研修会

11/ 5 労働安全衛生委員会職員研修会 3/30 府共同募金会評議員会

（５）苦情解決事業の実施
社会福祉法第８２条に基づき、福祉サービスの利用者からの苦情の適切な解決を図るため苦情受

付担当者、苦情解決責任者、中立的な立場の第三者委員を定めて事業を実施している。
本年度は、苦情解決事業について利用者等からの苦情が５件あり、話し合いの上解決に至った。

苦情受付件数及び解決件数

月 別 H22 H23 合 計
４ 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

受付件数 １ ０ １ １ １ ４ １ ０ ０ ０ ０ ２ １１

解決件数 １ ０ １ １ １ ４ １ ０ ０ ０ ０ ２ １１

苦情内容：①全日程の延長保育について
②職員に対する教育について
③園児に対する保育時間について
④老人センター内の浴室、脱衣室について
⑤老人センターの風呂について
⑥保育園の外灯について
⑦職員の対応について（３件）
⑧保育園の送迎の駐車について
⑨ケアサービスの内容について
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Ⅱ．ボランティア・市民活動センター
１．地域福祉推進グループ
１．連絡調整活動の展開（関係機関・団体との連携）
（１）福祉団体の支援（福祉団体の事務局としての機能）

○赤十字奉仕団 ○老人クラブ連合会 ○母子寡婦福祉会
○身体障がい者福祉協会 ○手をつなぐ親の会 ○精神障がい者家族会（さつき会）
○遺族会 ○傷痍軍人会 ○原爆被害者の会
○福祉施設会 ○私立保育会 ○民生委員児童委員協議会連合会
○高齢者介護施設会 ○保護司会 ○子どもの相談機関連絡協議会
○人権擁護委員会 ○更生保護女性会 ○介護支援専門員連絡会
○介護者家族の会 ○ボランティア連絡会 ○福祉施設団体連絡会

（２）各団体の自主的事業の支援（社明運動、人権啓発、日赤社資募集等）

（３）府社協等関係機関との連携協力

（４）他団体等が行う事業に対する後援

２．福祉対策のための基礎調査の実施
訪問相談事業や支援活動に資する要援護者の把握のために毎年実施している５つの調査を本年度も

実施した。
①ダイヤモンド・金婚夫婦の調査 → ダイヤモンド・金婚夫婦のつどいの開催
②敬老事業対象者調査 → 敬老事業の実施
③ひとり暮らし高齢者調査 → 福祉票の作成、訪問相談事業の実施
④高齢者世帯調査 → 福祉票の作成、訪問相談事業の実施
⑤ねたきり高齢者の調査 → 訪問相談事業

３．福祉事業の充実
（１）高齢者福祉対策事業の展開
①敬老事業：各校区福祉委員会で実施
②第４０回ダイヤモンド婚・金婚夫婦のつどい
と き：平成２２年１０月８日（土）
ところ：東大阪市立市民会館 市民ホール
対象者：ダイヤモンド婚夫婦－４４８組、金婚夫婦－９１７組

第４０回ダイヤモンド婚・金婚夫婦のつどい準備委員会の開催

開催日 案 件

6/ 8 開催要項・予算・対象者の把握方法について

9/ 6 対象者の状況・記念品の選考・役割分担・アトラクションについて

9/29 開催要項・予算・対象者の把握方法・対象者の状況・記念品の選考・役割分担・アト
ラクションについて

③ひとり暮らし高齢者・高齢者世帯訪問相談事業
社会福祉協議会が民生委員児童委員協議会連合会の協力を得て実施している「ひとり暮らし高齢者

訪問相談事業」・「高齢者世帯訪問相談事業」では、民生委員が担当地区のひとり暮らし高齢者、高齢
者世帯を訪問して実態を把握し、「福祉票」を作成し、ひとり暮らし高齢者には見舞い品を配布した。
対象・・・・配偶者及び親族、その他の人と居を共にしないで、ひとりで生活をしている、満６５

歳以上の高齢者
調査方法・・民生委員・児童委員協議会連合会の協力により、民生委員が担当地区のひとり暮らし

高齢者及び高齢者世帯宅を訪問し、聞き取りにより福祉票に記入する。
実施時期・・１月～３月
ひとり暮らし高齢者（対象者数・・・１１，８１２人）
高齢者世帯（対象世帯数・・・９，３０６世帯）

④ねたきり高齢者調査事業－善意銀行事業－
ねたきり高齢者（対象世帯数・・・３３６世帯）
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（２）児童福祉対策事業の推進
①交通遺児激励金の給付－善意銀行事業－
②施設児童夏季林間学校開催－善意銀行事業－
③ひとり親ふれあいツアーの開催
と き：平成２２年７月２４日（土）
ところ：泉南岡田漁港
参加者：市内のひとり親家庭 計４８人（大人２１人＋子ども２７人）

④保育園児と施設の交流
軽費老人ホーム「玉美苑」入所の高齢者と玉串保育園の園児が、なかよし交流会、敬老の日の集い

交流会、作品展招待、もちつき会、クリスマス会や昔の遊びの伝承など、世代間の交流やふれあいを
行った。また、楠根デイサービスセンターへ玉串保育園の園児が訪問を行い世代間交流を深めた。

（３）低所得家庭対策事業の推進
①平成２２年度 生活福祉資金貸付報告（貸付の決定は大阪府社協）（単位：円）

月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９
件数 ６ ２ ６ ７ ３ ７
金額 4,990,000 1,690,000 4,498,000 11,660,000 4,645,000 7,815,000

１０ １１ １２ １ ２ ３ 合 計
３ １１ ８ ３ ２８ ２１ １０５

3,461,000 7,705,000 5,690,000 5,650,000 12,303,000 21,604,000 91,711,000

②平成２２年度 総合支援資金貸付報告（つなぎ資金含む）（単位：円）
月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９
件数 ６９ ５０ ５ ５８ ３４ １８
金額 46,159,800 26,286,330 6,082,492 33,371,106 21,400,164 9,660,000

１０ １１ １２ １ ２ ３ 合 計
２５ ２８ ２３ １７ １８ １８ ４１４

3,269,920 20,392,923 2,862,600 9,578,850 11,000,000 9,730,800 249,794,985

③平成２２年度 小口生活資金貸付報告（単位：円）
月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９
件数 ４ ３ ６ ４ ４ １
金額 400,000 250,000 500,000 250,000 300,000 50,000

１０ １１ １２ １ ２ ３ 合 計
３ ３ ２ １ ５ ８ ４４
300,000 300,000 200,000 50,000 450,000 750,000 3,800,000

（４）受託事業の推進
①自動車「ことぶき号」運行事業の実施
平成２２年度自動車運行業務報告

月 別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合 計

運行日数 ２０ ２２ １８ １３ ３ ２１ ２５ ２５ ７ １６ ７ １２ １８９

走行距離 2,197 2,434 1,712 1,207 254 2,044 2,312 2,461 890 1,567 715 1,138 18,931
ｋｍ

乗車人数 588 653 520 385 77 600 725 749 205 476 216 361 5,555

４．当事者組織活動の推進
（１）老人介護者家族の会活動の支援

老人介護者家族の会「ふれあいネットワ－ク」は、“介護者がひとりで悩まずに手をつなぎ、お互
いが不安や悩みを話し合い、情報や意見を交換するとともに、介護をする上で必要な知識や技術を学
ぶ”ことを目標に平成６年４月２０日に結成された。東大阪市社協としても設立当初から介護者家族
の会の事務局として積極的な援助を行っている。
①機関紙「昴（すばる）」の編集発行（年４回発行）
②地区別交流会及び相談例会等の開催

（２）日帰りリフレッシュ事業の実施（老人介護者家族の会と共催）
１０／２８（木） 「なにわ探検クルーズ」 ３６人参加
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２．市民福祉活動推進グループ
（１）校区福祉委員会活動の推進
１．校区福祉委員会活動
（１）校区福祉委員会連絡会・研修会等の開催 於：社協会議室、市民会館

開催日 事 業 名 内 容

4/12 役員会 連絡会議案の事前打合せ

4/21 連絡会 ①災害時要援護者登録台帳の更新についてのお願い
②小地域部会・献血部会(3/19)の報告について
③事業報告について
④年間事業計画について
⑤小地域ネットワーク活動推進事業について

5/11 高齢者部会 敬老事業について

5/21 役員会 連絡会議案の事前打合せ
連絡会 ①社協賛助会員の募集について

②敬老事業について
③金婚夫婦のつどいについて
④小地域ネットワーク活動推進事業について

6/23 役員会 連絡会議案の事前打合せ
連絡会 ①敬老事業について

②小地域ネットワーク活動推進事業について

6/30 小地域部会 寝屋川市社会福祉協議会視察研修会 参加者４１名
研修会

7/22 役員会 連絡会議案の事前打合せ
連絡会 ①敬老事業について

②ダイヤモンド婚の復活（請願）について
③小地域ネットワーク視察研修会の報告について

8/23 役員会 連絡会議案の事前打合せ
連絡会 ①子どもの虐待について

②敬老事業について
③ダイヤモンド婚について
④部会について

9月 敬老事業実施 ＜敬老月間（各校区にて敬老事業を実施：年度末まで）＞

9/30 役員会 連絡会議案の事前打合せ
連絡会 ①歳末たすけあい運動配分金事業について

②ボランティア基金チャリティコンサートのご協力について
③ダイヤモンド婚について

11/18 役員会 連絡会議案の事前打合せ
連絡会 ①新年互礼会について

②小地域ネットワーク活動推進事業について

12/21 役員会 連絡会議案の事前打合せ
連絡会 東大阪市社会福祉協議会 理事・評議員における

「役員・評議員選出検討委員会 答申の件」について

1/ 6 新年互例会 ホテルアウィーナ大阪

1/17 役員会 連絡会議案の事前打合せ
連絡会 ①東大阪市社会福祉協議会 理事・評議員における

「役員・評議員選出検討委員会 答申の件」について
②小地域ネットワーク活動推進事業について

1/31 役員会 東大阪市社会福祉協議会 理事・評議員における
「役員・評議員選出検討委員会 答申の件」について
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開催日 事 業 名 内 容

2/ 9 役員会 連絡会議案の事前打合せ
連絡会 東大阪市社会福祉協議会 理事・評議員における

「役員・評議員選出検討委員会 答申の件」について

2/24 研修会 大阪府小地域ネットワーク活動リーダー研修会 ８０名参加

3/ 5 研修会 校区福祉委員会連絡会研修会：ホテルアウィーナ大阪
活動報告：池島校区福祉委員会

花園校区福祉委員会
森河内校区福祉委員会 ６８名参加

事務連絡 ①ボランティア活動保険の更新について
②交通遺児激励金の給付について
③校区福祉委員長の就任報告書について
④校区福祉委員会女性部会員の就任報告書について
⑤校区福祉委員会活動助成金申請について
⑥小地域ネットワーク活動実施報告書及び実施計画書について

交流会 交流会

（２）小地域ネットワーク活動研修会の実施 於：社協会議室、イコーラム

開催日 事 業 名 内 容

7/ 7 研修会 「私の町の健康づくり」
講師：東大阪市保健センター保健師 参加者９７名

11/26 研修会 「阪神大震災の被災体験・復興体験から学ぶこと」
講師：北淡震災記念館 副館長 米山 正幸 氏 参加者１０２名

（３）小地域ネットワーク活動の展開
①実施校区福祉委員会：全４５校区
②活動内容 ○個別援助活動：見守り・声かけ訪問、配食サービス

○グループ活動：ふれあい食事会、いきいきサロン、世代間交流、子育て支援活動、
ミニデイ、グランドゴルフ、日帰りバスツアー、研修会

③小地域ネットワーク活動の充実
○介護予防事業は、小地域ネットワーク活動における介護予防の取り組みを推進し、介護保険の被
保険者が要介護状態となることを予防し、地域において自立した日常生活を営むことができるよ
う支援することを目的として、校区福祉委員会が１０１回実施した。

○災害時の取り組みについては、被災直後の地域住民同士の助け合いから、本格的な復興に向けて
の取り組みまで、その基盤となる平時からの地域でのつながりが最も大切であることは明らかで
ある。日ごろから地域福祉活動の中心として活動実践している校区福祉委員会が社会福祉協議会
と連携して、日ごろの活動をいかし、地域住民とともにその地域を守るために、要援護者の支援
活動を基本とした防災訓練に取り組んだ。

小地域ネットワーク活動「介護予防事業」・「メニュー事業」実施状況

小地域ネットワーク活動「介護予防事業」 実施校区数 実施回数

①運動実技指導 １４ ２６
②口腔衛生指導 ８ ８
③栄養指導 ８ １３
④健康講座 １８ ４１
⑤認知症サポーター養成講座 ８ ９
⑥ボランティアスクール １ ２
⑦広報啓発活動 ２ ２

小地域ネットワーク活動「メニュー事業」 実施校区数 実施回数

⑧災害時要援護者等防災訓練 １０ １０
⑨タウンミーティング（地域懇談会） ０ ０
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（４）小地域ネットワーク活動の支援
①いきいきサロン等の支援
縄手南、縄手上四条、池島、縄手北、枚岡東、枚岡西、孔舎衙、成和、鴻池東、加納、英田北、
玉川、玉美、岩田西、若江、花園、花園北、荒川、三ノ瀬、高井田東、森河内、長瀬北、長瀬東、
長瀬南、弥刀、柏田、八戸ノ里、八戸ノ里東

②介護予防教室開催の支援
縄手上四条、池島、縄手北、枚岡東、枚岡西、石切東、孔舎衙、成和、鴻池東、加納、英田北、
北宮、玉川、玉美、若江、花園、花園北、長堂、三ノ瀬、森河内、永和、長瀬東、長瀬南、弥刀、
上小阪、八戸ノ里東

③災害時要援護者等防災訓練の支援
縄手上四条、池島、縄手北、成和、鴻池東、英田北、長瀬東、長瀬南、弥刀、上小阪

④小地域ネットワーク活動リーダー研修会（２／２４）への参加（大阪国際交流センター）
⑤小地域ネットワーク活動推進・運営に関する支援
縄手南、縄手上四条、池島、縄手北、枚岡東、枚岡西、孔舎衙、成和、鴻池東、加納、岩田西、
若江、花園、花園北、荒川、長堂、高井田東、森河内、長瀬北、長瀬東、長瀬南、弥刀、柏田、
小阪、八戸ノ里、上小阪、八戸ノ里東

（５）敬老大会実施校区（４５校区福祉委員会）
①敬老大会実施校区 ・・・ ３１校区福祉委員会
②敬老会実施校区 ・・・ ４校区福祉委員会
③敬老会実施と記念品配布 ・・・ ７校区福祉委員会
④記念品配布 ・・・ ３校区福祉委員会

２．歳末たすけあい募金配分事業

平成２２年度歳末たすけあい事業配分金額 ２，８８５，４３０円

（１）歳末たすけあい募金配分事業内容・件数
①「地域福祉活動」（４４校区福祉委員会）

会食会 配食サービス 世代間交流 いきいきサロン ミニデイ 記念品配布等 合計

１７ ８ ４ ５ １ ９ ４４

②子育て支援交流事業（２２子育て支援グループ）
○市内にある子育てサークルへの活動を支援する目的で「歳末たすけあい運動」配分事業により、
年末・年始の期間に行う交流事業に対し、申請のあった子育てサークルに配分金を配分し、活動
支援を行った。

クリスマス会 地域交流会 合計

１９ ３ ２２

③ボランティア交流事業（東大阪ボランティア連絡会）

第１３回「東大阪ふれあい夢フェスティバル」実施
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（２）ボランティア・市民活動の推進
１．需給調整事業
（１）受付内容別件数

合 計 活動希望 ニーズ依頼 相 談 問い合わせ そ の 他

955(100.0%) 135(14.1) 364(38.1） 54(5.6) 390(40.8) 12(1.4)

ボランティア・市民活動センターで、この一年間に受付けたケースは９９５件で月平均８３件とな
った。受付件数の多かった「問い合わせ」３９０件の内容は、会場の提供や資材機材の提供、情報、
資料提供などで、次に多かった「ニーズ依頼」３６４件の内容は施設の行事訪問や演芸訪問、当事者
団体や保健センターからの子育てニーズ（子どもの見まもりなど）、高齢者の話し相手ボランティア、
小・中学校から手話や点字、車いす介助法の指導依頼など多岐にわたった。

（２）対象者の状況別ニーズ内容

対 象 者 の 状 況
ニ ー ズ 内 容

施 設 行 政 団 体 児 童 障がい者 高齢者 その他 合 計

ａ . 保 育 ・遊 び相手 ２ ０ ３ ３ ０ ０ ０ ８

ｂ.見守り・話し相手 １６ ２６ １９ ２ ２ ９ ４ ７８

ｃ.学習指導・福祉教育 ０ ２１ ０ ０ ０ ０ ０ ２１

ｄ . 通 学 通 園 介 助 ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ２

ｅ.障がい者等外出介助 ４ ０ ０ ０ ５ ７ ２ １８

ｆ . 入院・通院介助 １ ０ ０ ０ １ ３ ０ ５

ｇ . 手 話 通 訳 １２ １ ０ ０ １２ ０ ０ ２５

ｈ . 点 訳 ０ １ ２ ０ ２ ０ １ ６

ｉ . 朗 読 ３ ０ ０ ０ ０ ０ １ ４

ｊ . 要 約 筆 記 ０ ０ ２ ０ ２ ０ ０ ４

ｋ.清掃・洗濯・買い物等家事 ０ ０ ０ ０ ３ ０ ３ ６

ｌ.食事・入浴等介助・介護 １２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １２

ｍ . 行 事 援 助 ２０ １ ３ ０ ０ ０ ０ ２４

ｎ . 演 芸 訪 問 ８９ ３ ３６ ０ １ ０ ０ １２９

ｏ.理 容 ・美 容 ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３

ｐ . 技 術 技 能 提 供 ０ ０ ３ ０ １ ０ ０ ４

ｑ . そ の 他 ５ １ ４ ０ ３ １ １ １５

合 計 １６６ ５４ ７２ ６ ３２ ２１ １３ ３６４

ボランティアを希望される対象者の状況別ニーズ内容の総件数は３６４件であった。対象者の状況
は「施設」「団体」「行政」の順で多く、ニーズ依頼内容は「演芸訪問」「見守り・話し相手」「手話
通訳」の順で多かった。施設や地域の高齢者の食事会からの依頼は、お誕生会や季節の行事などでの
演芸訪問のボランティア募集が多くなる傾向である。

（３）受付内容別対処方法

対 処 内 容 活動希望 ニーズ依頼 相 談 問い合わせ そ の 他 合 計

ａ .Ｖバンク登録 ３８ ０ ０ ０ ０ ３８

ｂ .グループ紹介 ２６ ０ ０ １５ ０ ４１

ｃ . 活 動 紹 介 １３ １ ０ ０ ０ １４

ｄ .保留（再考） ７ ７ ０ ０ ０ １４

ｅ.情報・資料提供 ４ ６ １２ １８ ０ ４０

ｆ . 相 談 援 助 １７ ８ ２４ ５ ０ ５４

ｇ .講座の案内 １２ ０ ０ ７ ０ １９

ｈ .Ｖバンク調整 １ ２８８ １ ０ ０ ２９０

ｉ .他機関等紹介 ４ ４ １４ ２ ０ ２４
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対 処 内 容 活動希望 ニーズ依頼 相 談 問い合わせ そ の 他 合 計

ｊ .制度施策紹介 ０ ０ ０ ０ ０ ０

ｋ.連絡・報告受理 ７ １ １ １６ ２ ２７

ｌ .調 整 中 ０ １６ ０ ０ ０ １６

ｍ .調整できず １ ２０ ２ ０ ０ ２３

ｎ . 取 り 下 げ ０ ７ ０ ２ ０ ９

ｏ .会場の提供 ０ ０ ０ ２５４ ２ ２５６

ｐ .資材機材提供 ０ ２ ０ ５４ ０ ５６

ｑ .そ の 他 ５ ４ ０ １７ ８ ３４

合 計 １３５ ３６４ ５４ ３９０ １２ ９５５

受付内容別対処方法では、ボランティアグループなどへ「会場提供」、施設・団体等への「演芸訪
問」「見守り・話し相手」」「行事援助」等のボランティア調整、また、ボランティア活動希望者へ活
動紹介・グループ紹介・ボランティア登録を行うことが多かった。

（４）市民福祉講座の開催
テーマ：「地域でいきいき子育て」～親も子と共に育つために地域でできること～

開催日 場 所 内 容

8/31 総合福祉ｾﾝﾀｰ 講演１：「今、子育て支援が求められるわけ」
参加者４４人 講師：東大阪大学 短期大学部 准教授 坂口伊都 氏

講演２：「現在の子育て事業～親の実態、子どもの実態を知る～」
講師：子・己育ち相談リリーフ 主宰 小谷訓子 氏

（「子ども情報研究センター」相談スタッフ）

9/ 7 総合福祉ｾﾝﾀｰ 講演３：「今からでもできる心豊かな子育て・自分育て」
参加者３３人 講師：女性ライフサイクル研究所予防啓発スタッフ 津村薫 氏

講演４：「次世代の子どもへの大人の責任力～地域で取り組む子育て
支援～」

講師：ＮＰＯ法人ＳＥＡＮ 事務局長 遠矢家永子 氏

（５）ボランティア養成事業
ボランティア養成講座、研修会等の開講：１０講座 １３コース

（年間受講人数４６８人、延べ参加人数２，５８７人）

講 座 名 開 催 期 間 会 場 受講人数（延べ人数）

①手話教室（入門・基礎） 4/14～ 2/16計40回 社協 会議室 ２６（７１２）

手話教室（入門・基礎） 4/14～ 2/16計40回 イコーラム ２５（７１１）

手話教室（入門・基礎） 4/13～ 2/15計40回 ゆうゆうプラザ １３（４４６）

②日赤家庭看護法講習会 5/24～ 7/ 5計 6回 社協 会議室 １２（７１）

③ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動体験講座

（ｺ-ｽ1）福祉施設での 7/ 1～ 8/31 市内福祉施設等 １７８（３２６）
ボランティア活動体験

（ｺ-ｽ2）車いす体験教室 7/24 社協 会議室 ２５（２５）

④入門ボランティアｽｸｰﾙ 9/25～10/16計 2回 社協 会議室 １１（２４）

⑤精神保健福祉ボランティ 10/21～11/18計 4回 社協 会議室 ２９（１１４）
ア養成講座

⑥施設ボランティアコーデ 2/24 社協 会議室 ２３（２３）
ィネーター研修会

⑦災害時支援ボランティア 2/26 社協 会議室 ３７（３７）
研修会
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講 座 名 開 催 期 間 会 場 受講人数（延べ人数）

⑧ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ講座 3/ 8 社協 会議室 ２５（２５）

⑨はじめてﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ講座 3/12～ 3/19計 2回 社協 会議室 ２４（３３）

⑩東大阪ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研究集会 11/28 社協 会議室 ４０（４０）

○手話教室をすすめる会 計 ７回
※注１．手話教室は各開催場所の若江岩田、日下リージョンセンター企画運営委員会との共催
注２．日本赤十字社家庭看護法講習会は東大阪市赤十字奉仕団との共催

２．ボランティア・市民活動の推進
ボランティア・市民活動センターは、校区福祉委員会や福祉団体、ボランティアグループ、ＮＰＯ

・市民活動団体などとの連携・協働の関係の構築を目指して活動した。
（１）基盤整備事業
①活動拠点としての会場、機材等の貸出
○会議室等の提供１，４１９回（内訳：Vグループ５６６回、講座関係９０回、会議等７１４回）
○機材の貸出５７回（内訳：車いす２６回（介助用１２回、学習用１４回）、点字器１回、
アイマスク２回、白杖４回、高齢者疑似体験セット２回、その他２２回

（２）東大阪市ボランティア基金の拡充
①ダイレクトメールによる協力の呼びかけ
②第８回東大阪市ボランティア基金チャリティーコンサートの開催
＜開催日＞平成２２年１２月１１日（土）
＜場 所＞東大阪市立市民会館市民ホール
＜内 容＞みつゆき＆シーズンズフレンズによる演奏会
＜参加数＞約１，２００人
＜収益金＞￥２，２８６，７８３円

③平成２２年度 ボランティア基金積立実績額（１５４，９９６，６１０円）

寄 付 者 の 内 訳
年 度 積 立 額 累 計 額

企 業 団 体 個 人
Ｈ２２ ３０ ８ ３３

５，６１０，６３５ １５４，９９６，６１０
累 計 １，０８４ ６７７ ８４３

（３）善意銀行事業の展開
平成２２年度 善意銀行預託及び払出報告

預託の部

預託口座 件 数 内 容
金銭口座 ７９ ￥３，６６９，７８７－
物品口座 ３３ 文具用品、節分用豆、クリスマスケーキ、おもちゃ、車いす他
合 計 １１２

払出の部

預託口座 件 数 内 容
金銭口座 １６ ￥４．１６９，６７７－
物品口座 １４２ 文具用品、節分用豆、クリスマスケーキ、おもちゃ、車いす他
合 計 １５８

①交通遺児激励金の給付（２０人）内小学校入学１人・中学校入学２人・高等学校入学３人
②心身障がい者（児）一日レクリェーションの開催
と き：平成２２年１１月２５日（木）
ところ：神戸花鳥園
参加者：８４人（市内作業所に通う心身障がい者（児）及び付添の方）

③施設児童夏季林間学校の開催
と き：平成２２年８月４日（水）～５日（木）
ところ：ワールド牧場、関西サイクルスポーツセンター
参加者：市内４カ所の児童養護施設３８人参加

④ねたきり高齢者への見舞品（敷きパット）配付（３６０世帯）
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（４）ボランティア連絡会会議・事業等の開催
①ボランティア連絡会会議の開催
○総会（事業・決算報告、事業計画・予算）・・・5/２２
○役員会（毎月第１火曜日） 計１２回
○幹事会（毎月第３金曜日） 計１２回

②ボランティア連絡会との共催事業
○東大阪ボランティア研究集会・・・・・・・・11/28
「減災への取り組み～地域におけるつながりづくり～」
講師：島根県 日野ボランティアネットワーク 山下 弘彦 氏

○東大阪ボランティア研究集会実行委員会 計５回

（５）広報啓発活動
①収集ボランティア運動の展開 使用済みテレホンカード売却益 １０，４５０円

書き損じハガキを交換、売却益 ３０，０００円
②第３３回「東大阪市民ふれあい祭り」への参加（５／９）模擬店、バザー
③ボランティア情報テレホンガイド「テレサ」受付件数４６２件、月平均３９件
ボランティア・市民活動センターに専用回線を設置して、朗読ボランティアグループ「風」の協力
により、３分のテープで１週間毎に市政だよりや雑誌、一般新聞から福祉やボランティア活動関係
の情報を録音し、２４時間いつでも、どこでも聞くことができるテレホンサービスを行ってきた。
内容は毎週金曜日の午後に更新している。
○「テレホンガイド」の企画編集チーム会議（テレサ会議） 計３回

④東大阪ケーブルテレビ「福祉ボランティアほっとニュース」放映のビデオテープの提供
ボランティアグループ「ばっちりビデオレポーターの会」による撮影・編集

⑤ボランティアＯＳＡＫＡ（季刊）、福祉おおさか、
市内ミニコミ誌（エコー東大阪、ぱど等）への記事掲載

⑥ホームページのリニューアル
⑦ボランティア・市民活動センターパンフレット、福祉教育チラシ、ボランティアの小箱改訂版発行

（６）ボランティアサロン（愛称あいあいサロン）の開催
年４回（６／５、１０／２、１２／４、２／１２） 延べ参加人数 ２０４人
○あいあいサロン企画委員会 計６回

（７）相談援助・機材貸出
①グループ活動への相談援助等：ボランティアコ－ディネーターの５グループ例会出席他
②特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）への相談援助：助成金申請、機材の貸し出し等
○ＮＰＯと市民活動への出展（1/15）

③「ボランティア体験学習」活動の相談援助、講師派遣
④学校関係へのボランティア活動相談援助
○大阪商業大学のゼミナールとの協働事業
小地域ネットワーク活動ふれあい喫茶、ボランティア連絡会、ＣＳＷ配置事業、あいあいサロン

○市内の小学校１５校、中学校２校、高等学校１校に車いす・点字器・アイマスク・白杖の貸出、
体験学習指導者等（ボランティア・当事者）の紹介

（８）小地域ネットワーク活動実施校区との連携
①小地域ネットワーク活動事業へのボランティア参加協力（延べ２４回）

縄手北、加納、花園北、岩田西、三ノ瀬、長瀬北、長瀬東、弥刀、八戸ノ里

（９）勤労者のボランティア活動体験プログラムの実施
①梅の実収穫見守りボランティア（6/６）：参加人数１６人（梅の実収穫参加者約３００人）
②生駒山クリーンハイキング（3/13）：参加人数１６人

（10）調査研究・開発
①連絡会議・研修会の参加
○市町村ボランティア連絡会関係会議・・・・・・・5/18、2/5､21
○朗読ボランティア河南ブロック代表者会議・・・・7/12
○市町村ボランティア連絡会スキルアップ研修会・・7/20
○ボランティア連絡会河南ブロック交流会・・・・・9/24
○全国ボランティアフェスティバル（広島）・・・・ 9/25～26
○市町村ボランティア連絡会研修会交流・・・・・・11/16
○市町村ボランティア連絡会代表者会議・・・・・・2/21
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（11）ひとり暮らし高齢者等へのふれあい福祉電話サ－ビス
東大阪市社協では、ボランティアグループ「はだしの会」の協力を得て、ひとり暮らし高齢者を対

象に安否の確認と話し相手、相談援助を行う「ふれあい福祉電話サ－ビス」を実施している。
福祉電話を設置しているひとり暮らし高齢者を中心に、社協相談室と五条老人センター及び高齢者

サービスセンターに設置された、シルバーボランティアセンターから安否の確認と話し相手、相談援
助を行っている。

３．災害時支援活動の展開
（１）「災害時支援ボランティア研修会」の開催

阪神・淡路大震災から１６年が経過し、震災の意識も薄れるなか、大震災の教訓を無駄にせず、常
設型の災害ボランティアセンターの設置に向けて「災害時支援ボランティア研修会」を開催した。
「災害が起こったら私たちは何ができるでしょうか？」をテーマに、東大阪市の状況や災害ボラン

ティアセンターについて学び、ＮＰＯ法人にいがた災害ボランティアネットワーク事務局長李氏を招
き、社会福祉協議会が中心となって運営する災害ボランティアセンターの意味や災害ボランティアセ
ンターの役割と機能を理解し、地域で暮らす住民として私たちは何ができるのかを考え、災害時のボ
ランティア活動の意識を高めることができた。

（２）東日本大震災における被災地支援活動
①被災者支援のための「義援金」としての募金活動
○街頭募金
３月１４日から１６日までの３日間、ボランティア連絡会と協働して、市内４駅で被災者支援の

ための募金活動行い、市民から寄せられた２５０万円余りの義援金を、日本赤十字社を通じて被災
地に送金した。
○募金箱の設置
３月１４日から９月末まで社会福祉協議会が運営する７施設に募金箱を設置している。

（社協事務局、高齢者サービスセンター、西センター、高井田老人センター、五条老人センター、
楠根デイサービスセンター、玉串保育園）

②活動資金のための「支援金」の募集
被災者支援のために活動するＮＰＯやボランティア団体等の活動資金のための支援金を、東大阪市

に避難してきた被災者に対する生活物品等の支援や被災地の災害ボランティアセンターの活動資金、
また被災地へのボランティアバスの派遣費用として募集している。

③被災地社協災害ボランティアセンターへの職員派遣
東大阪市社協では、これまでも被災地から求められる物的・人的支援をおこなってきました。
今回の大震災においては、近畿・中国・四国地方の社協と連携して、宮城県の被災地社協（名取市、

南三陸町）の災害ボランティアセンターの立ち上げや運営支援を行うことになり、３月２２日から７
泊８日の日程で以降６回にわたって、職員１２名が被災地に入り支援活動を展開した。

④被災者支援バザーの実施
５月８日のふれあい祭りでボランティア連絡会が「東日本大震災ボランティアバザー」を実施し、

２１万円あまりの売上金を支援金として活用した。

⑤ボランティアバスの運行
○５月１６日（月）～２０日（金）４泊５日（車中２泊：活動日３日間）
行 き 先：宮城県石巻市
活動内容：被災した家屋の片付け、津波災害にあった家屋の泥出し等

○７月 ５日（火）～ ９日（土）４泊５日（車中２泊：活動日３日間）
行 き 先：岩手県陸前高田市
活動内容：被災した家屋の片付け、津波災害にあった家屋の泥出し等
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（３）ファミリー・サポート・センター事業の推進
ファミリ－・サポート・センターは、育児の援助をしたい人（援助会員）と育児の援助を受けたい

人（依頼会員）が相互援助を行う会員組織で、東大阪市から委託を受け８年が過ぎた。
２２年度は会員養成講座を６回、７月と９月には援助会員を講師として、子育て中の親子に向けて

「親子体操」や「ストレッチヨガ」を開催し、心身の健康と親子のふれあい、子育て中の親の情報交
換と交流をした。子育て講座として１１月には、日本赤十字社の講師を招き「日赤幼児安全法講習会」
を、会員に対してはステップアップを目的とし、一般市民に対しては子どもの安全配慮や見守りに役
立つ知識付与として開催した。会員交流会として、ボランティアグループ「ＴＵＴＴＩ」によるミュ
ージカル仕立ての人形劇を楽しみ、一足早いクリスマス会を開催した。新規援助会員獲得に向けての
取り組みとしては、日曜日にも会員養成講座を行い、平日の参加が困難な市民の参加を促した。
今年度末の登録会員数は５３８人と、前年度より多少の減少はあったが、援助活動件数は１，８４

２と増加した。
会員養成講座の講師に関しては、子ども家庭室保育課の保看会より、第3回目の講座より講師派遣

の協力を得る事が出来た。今後も保健師担当内容の協力を継続の方向で依頼した。
今年度の傾向として、３歳児援助と「保育園や幼稚園への送り・お迎え」という依頼内容の活動件

数が多かった。３歳児に関しては、昨年度の２歳児の援助がそのまま横滑りしたものに、新たな援助
が増えた結果である。依頼内容については、母親の就労に伴う幼稚園児の援助や、出産による上の子
どもの送迎希望が反映している。
相談内容として、「雨の日に車での送迎」を希望するケース等があり、タクシー事業の子育て支援

策参入があれば解決できるのではと、考えられるものもある。発達障害や自閉症がある小学生の支援
や、依頼会員の死亡などにより、関係機関との連携と拡充がより重要なケースも増加傾向にある。
今後も複雑な依頼ケースに対応するため、市民からの声を受け止めて行政に情報提供し、他部門と

の情報共有・連携を図る。

（１）会員養成講座の開催

開催日 場 所 講 師 参加人数

4/25 総合福祉センター 川井ヨネ 氏・千葉郁子 氏 １７

5/31 総合福祉センター 安原豊子 氏・千葉郁子 氏 １０

8/21 総合福祉センター 木下沙恵子 氏・千葉郁子 氏 ５

10/15 旭町子育て支援センター 岡田逸子 氏・千葉郁子 氏 １０

1/27 総合福祉センター 東山友紀 氏・千葉郁子 氏 １５

3/13 総合福祉センター 海野貴子 氏・千葉郁子 氏 ７

（２）会員登録状況（Ｈ２３年３月３１日現在）

援助会員 依頼会員 両方会員 合 計

１８２ ２９５ ６１ ５３８

（３）日赤幼児安全法講習会

開催日 場 所 講 師 参加人数

11/12 総合福祉センター 日本赤十字社大阪府支部日赤幼児安全法指導員 １１

（４）子育て講座の開催

開催日 場 所 内 容 参加人数

7/22 くすのきプラザ 親子リズム体操 １組
多目的ホール

9/ 9 くすのきプラザ ストレッチ体操：３Ｂ体操指導員 南 京子氏 １１名
会議室Ａ・Ｂ (保育９名)

（５）会員交流会

開催日 場 所 講 師 参加人数

11/28 市民会館第３集会室 ボランティアグループ「ＴＵＴＴＩ」 ３５
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（６）援助活動状況（Ｈ２２年４月～Ｈ２３年３月）

活 動 内 容 回 数

保育所・幼稚園の送り ４０４

保育所・幼稚園の迎え ４０１

保育所・幼稚園の登園前の預かり及び送り １９

保育所・幼稚園の迎え及び帰宅後の預かり ２０２

保育所・幼稚園の帰宅後の預かり ８

学童のお迎え ７０

学童の放課後の預かり ２３

学童保育開始までのお預かり ２０

学童の登校前の預かり及び送り ０

学童保育のお迎えと自宅までの送り ４０１

学童保育のお迎え及び帰宅後の預かり ２０５

子供の習い事の時の援助 １６７

子供の病後時の援助 ２

保育所・学校等休み時の援助 ３３

出産に伴う子どもの預かり ０

保育所等施設入所前の援助 １

保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助 １６１

保護者等の求職活動中の援助 １８

保護者等の冠婚葬祭による外出、他の子供の学校行事の場合の援助 ２２

保護者等の買物等外出の場合の援助 ２７

保護者等の病気、急用等の場合の援助 １４

保護者の講習会などへの参加時の援助 １

保護者の保育負担軽減のための援助 ３

合 計 １，８４２

（７）依頼児童（乳幼児含む）年齢別集計

年齢 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 合 計

件数 55 81 261 542 212 163 144 204 71 106 1 2 1,842

（８）研修会・交流会への参加
平成２２年度ファミリーサポートネットワーク事業全国交流集会
日 時：９月７日（火）１０：００～１７：００
場 所：三井アーバンホテル大阪ベイタワー
内 容：午前の部 ○病児・病後児の預かりに関する勉強会

テーマ「病児・病後児預かりを始めるには」
午後の部 ○預かり活動に関する事例発表・パネルディスカッション

テーマ「利用会員と円滑なコミュニケーションをとるために」
○意見交換会
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Ⅲ．高齢者サービスセンター
１．高齢者老人センター

平成２２年度に当センタ－を訪れた市民及び利用した高齢者の総数は５３，３９７人で、この１年
間に新規の利用券を発行した者は１４５人である。（利用券発行累計５，２９９枚）利用者数を月平
均すると４，４５０人で、１日平均は１８２人である。

（年間利用人数） （単位：人）
ふれあいサービス 内 訳 （再 掲） 事業別利用人数 総

利 用 人 数 入 浴 者 生き リハ ｸﾗﾌﾞ 開放 新規 研 実 会 団 ｼﾆｱ 見 デ 小 相談 合

男 女 小計 男 女 小計 がい ビリ 活動 事業 利用 修 習 議 体 塾 学 イ 計 件数 計

年間 23435 22760 46195 2048 2433 4481 1415 121 5306 5317 145 175 81 1229 2196 871 0 2530 7082 120 53397

平均 1953 1897 3850 171 203 373 118 10 42 443 12 15 7 102 183 73 0 211 590 10 4450

１．情報提供（情報サービス・啓発事業）
（１）情報の提供

市民や利用者にセンター事業や高齢者福祉等に関する情報を提供するために、市政だよりや社協
ひがしおおさか等を活用するとともに機関紙｢高齢者サービスセンター｣を月刊で発行した。
また、関係機関等のチラシやポスタ－等の配布や掲示を行うなど、情報の提供を行った。

（２）場所の提供
団体数は１３グループで、主に老人大学講座「悠友塾」の卒業生で構成されているボランティア

グループの他、近隣の校区福祉委員会等へ活動の場を提供し延べ２，１９６人が利用した。

２．教育・研修
（１）生涯教育事業
①シニア地域活動実践塾「悠友塾」
高齢者の方々に健康で、より豊かな生きがいのある生活を送っていただけるよう、「楽しく集い・

学び・語らい・行動する」という機会と場を提供することを目的に開講した。
実施期間：平成２２年９月９日～平成２３年１月２０日（全５０時間）
修了者数：６３人（歴史：１９人・福祉：１５人・エコ：１６人・まちづくり：１３人）
内 容：「専門コ－ス」 郷土の歴史を学ぶコ－ス

暮らしの中の福祉を学ぶコ－ス
健康と住みよいまちづくりを学ぶコース
エコライフを学ぶコース

「共通科目」 開催日時：毎週木曜日 １０時～１５時
（※ 一部、水曜日 週２回の場合有）

②高齢者生きがい教室（クラブ活動）
高齢者の生涯教育の一環として、生きがいづくりや人と人との交流に重点をおいた生きがい教室を

実施し、利用者のニーズにあったクラブ運営を行った。
クラブ活動状況

会 員 数 実 施 日 実 施 出席人数
クラブ名 講 師 名

（人） 週 曜 時 間 回 数 （延べ）
茶 道 小 寺 宗 豊 18 第2･4 水 13:30-15:30 １９ ２４８

講 華 道 小 西 國 甫 15 第1･3 月 13:30-15:30 １７ ２１３
詩 吟 大 塚 國 行 14 第1･3 火 13:30-15:30 １８ ２２６
陶 芸 山 田 ウタ子 (1部) 第1･3 木 10:00-12:00 ２３ ２３７

師 12
(2部) 13:30-15:30 １９ １９２

12
付 編物手芸 山 野 弘 子 20 第2･4 水 13:30-15:30 １８ ２１８

社交ﾀﾞﾝｽ 吉 田 吏 (男性) 第1･3 木 13:30-15:30
13 １９ ４２３

き (女性) 13:30-15:30
19

書 道 永 田 桂 華 (1部) 第2･4 火 10:00-12:00 １９ ５０９
ク 30

(2部) 13:30-15:30 １９ ５０６
30

ラ
民 謡 梅 若 朝由紀 13 第1･3 金 13:30-15:30 １９ １６３
民謡踊り 藤 間 豊栄翔 11 第1･3 金 13:30-15:30 ２２ ２０５

ブ
は り 絵 堀 田 三和子 9 第2･4 金 13:30-15:30 １９ １５２
美 術 平 河 登 與 10 第1･3 水 13:30-15:30 １７ １１８
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会 員 数 実 施 日 実 施 出席人数
クラブ名 講 師 名

（人） 週 曜 時 間 回 数 （延べ）
カラオケ (1部) 第1･3 水 13:00-16:00 ２５ １９２

自 19
(2部) 木 13:00-16:00 ２３ １８９

由 11
(3部) 月 13:00-16:00 ２４ ３１７

18
ク

謡 曲 8 第1･3 火 10:00-12:00 ２０ １１９
ラ テンコク 20 第2･4 水 13:30-15:30 ２０ ３３６

卓 球 (1部) 第2･4 土 10:00-12:00 ２２ ３４９
ブ 20

(2部) 木 13:30-15:30 ２２ ３９４
20

計 342 ４０５ ５３０６

③卓球・カラオケ・ダンスによる健康促進事業
クラブ活動以外に利用者の健康増進の為、週４回、卓球、カラオケ、ダンスを開放し、延べ５，３

１７人が利用し、相互の交流と自身の生きがいづくりや健康の増進に大いに役立った。
④その他の教室・講座・交流事業

開催日 事 業 名 内 容 参加人数

5/26 体験料理教室 ボランティアグループの指導による料理教室 ２０

6/18 ボランティア手芸教室 ボランティアグループの指導によるパッチワ １３
ークポーチ作り

7/ 2 ふれあいバスツアー 高齢者の交流と福祉の向上 ４５

7/ 6 パソコン教室 ボランティアグループの指導による暑中見舞 ８
いハガキの作成

7/23 いきいき歌体操教室 音楽に合わせて体操をする のべ４９
7/30

7/28 体験料理教室 ボランティアグループの指導による料理教室 ２３

8/24 映画（ビデオ）上映会 おとうと、ゼロの焦点 １２０

9/10 いきいき歌体操教室 音楽に合わせて体操をする のべ５３
9/24

9/21 バランス健康体操 介護予防を目的としたストレッチ体操 ２４

9/29 敬老のつどい おもしろ相談コント､健康について、コーラ ３８
ス・マジックショー他

10/19 バランス健康体操 介護予防を目的としたストレッチ体操 ２３

10/27 体験料理教室 ボランティアグループの指導による料理教室 １８

11/16 バランス健康体操 介護予防を目的としたストレッチ体操 ２０

11/29 囲碁・将棋交流会 囲碁､将棋を通じて親睦･交流を深める ２３

12/ 2 シニア地域活動実践塾 講座「地域で支えあい共に生きる」 ５８
「悠友塾」公開講座

12/13 楽しい折り紙工作教室 新聞広告を利用した折り紙工作 ９

12/21 パソコン教室 ボランティアｸﾞﾙｰﾌﾟの指導による年賀状作成 ４

1/28 映画（ビデオ）上映会 レイルウエイズ、座頭市ＴＨＥＬＡＳＴ ６５

3/ 4 高齢者ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ弥生祭り クラブ活動発表会をを中心に世代間交流、介 のべ
3/ 5 「クラブ活動発表会」 護予防体験コーナーの実施等 １２８０

3/18 映画（ビデオ）上映会 オカンの嫁入り、火天の城 １００

（２）シルバーボランティアセンター事業
①ボランティアグループ「はだしの会」によるひとり暮らし高齢者世帯への福祉電話訪問
中地区２，１９８件

②ボランティア養成事業
・ボランティアグループ「明日葉：手芸教室」「ハッピースプーン料理教室」への活動支援。
・介護予防活動を推進するボランティアグループ「のぞみ：みんなの体操ひろば」への活動支援。
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③弥生祭り「クラブ活動発表会」の開催時にシルバーボランティア活動の活性化と介護予防活動の周
知を目的として、シルバーボランティア活動のパネル展示と介護予防体操体験コーナーを開催した。
○シルバーボランティア活動パネル展示
日 時：３月４日（金）・５日（土）10：00～15：00
場 所：高齢者サービスセンター
内 容：シルバーボランティア活動のパネル展示

○介護予防体操体験コーナー
日 時：３月５日（土）1０：00～15：00
内 容：ビデオによる介護予防体操、血圧、メタボ、身長、体重測定等
参加者：１４０人

④「介護予防活動ボランティアのつどい」の開催
（詳細は、社協内三老人センター交流事業及び五条老人センターに表記）

３．介護予防事業
高齢者の介護予防を目的に各種教室を実施。日常生活動作指導などを含め、利用者が気軽に参加で

きる「手作り作品教室」や｢遊ビリテ－ションクラブ」を開催した。
また、介護予防活動ボランティア養成講座、修了生の協力による「みんなの体操ひろば」を開催し

た。
①各種教室

事 業 名 実 施 日 内 容 のべ参加人数

メロディうんどう教室 毎月第２木曜日 ボランティアによる運動と生活指導 ５２１
毎月第４水曜日

手作り作品教室 不定期実施 ボランティア講師による手芸教室 ４７

みんなの体操ひろば 毎月第４木曜日 介護予防活動ボランティアによる体操の ２０９
指導

遊ビリテーションクラ 不定期実施 作業療法士によるレクリェーションやス ７４
ブ トレッチ体操の指導

計 ８５１

４．健康生活維持並びに向上のためのサービス事業
健康入浴：毎週 月、水、金 １３時～１５時 延べ４，４８１人
いきいき健康相談：毎月１回 第３水曜日 延べ８人
車いす貸し出し事業 １０回

５．社協内三老人センター交流事業

開催日 主催及び場所 事 業 名 内 容 高齢者 高井田 五 条 参加人数

10/21 五条老人セン 手づくり作品教室 作品教室を通じて親 ０ ６ １２ １８
ター 睦、交流を深める

12/ 6 高井田老人セ バンパー交流会 バンパーを通じて親 ６ １２ ６ ２４
ンター 睦、交流を深める

1/31 高齢者サービ いきいき・わくわ 運動教室を通じて親 ２１ ２ ５ ２８
スセンター く・うんどう教室 睦、交流を深める

3/ 1 五条老人セン 介護予防活動ボラ 介護予防ボランティア １０ １０ １２ ３２
ター ンティアのつどい のスキルアップと、情

報交換や交流を深める

計 ４３ ３０ ２９ １０２

６．実習生の受け入れ
小阪病院看護専門学校生：平成２３年１月１１日～３月３日までの間 １６人
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２．五条老人センター
指定管理者施設として再指定の本年度は、昨年度に引き続き地域に根ざした老人センターとして、

高齢者が安心した生活を送れることをめざし事業を展開した。特に医、食、住をテーマに開催した「五
条の里」講座は本年度も大変好評であった。
また、２ヶ所の地域包括支援センターとの連携において「介護予防教室」を実施することができた。
平成２２年度、当老人センターを利用した高齢者の総数は３１，７３９人で、この１年間に新規の

利用券を発行した人数は１６４人である。利用者数を月平均すると２，６４５人で、１日平均は１０
８人である。
（年間利用者数：開館日数２９３日） （単位：人）

男 女 計

年 間 １６，２６１ １５，４７８ ３１，７３９

一日平均 ５５ ５３ １０８

※平成２０年６月２７日以降ボイラー故障のため入浴事業は休止
１．情報提供（情報サービス・啓発事業）

市民や利用者にセンター事業や高齢者福祉等に関する情報を提供するために、市政だよりや社協ひ
がしおおさか等を活用するとともに、機関紙｢五条老人センター｣を月刊で発行した。
また、関係機関等のチラシやポスタ－等の配布や掲示を行うなど、情報の提供を行った。

２．教養講座、レクリエーション事業
手作り作品づくりなどを通して、趣味の輪を広げることや各種レクリエーション事業でより、多く

の時間を高齢者に楽しんでいただく事業を展開した。
①教養講座

開催日 事 業 名 内 容 参加人数

6/15 パソコン教室 暑中見舞いのはがきづくり １３

6/30 手作り作品教室 押し花をちりばめた帽子クリップづくり ２５

8/ 6 手作り作品教室 押し花をちりばめたネックレスづくり ２２

11/30 版画教室 年賀はがきづくり １６

12/ 7 パソコン教室 年賀はがきづくり １０

12/15 手作り作品教室 シルクフラワーの作り方 １７

計 １０３

②レクリエーション事業

開催日 事業名 内 容 参加人数

4/20・ 映画鑑賞会 「アマルフィ女神の報酬」「ゼロの焦点」「となりのト のべ４３２
26・30 トロ」「ＨＡＣＨＩ約束の犬」「沈まぬ太陽」など心温
8/25・ まる１５作品を上映し、センターの利用促進や利用者
26・27 間の交流を図った。
12/16
3/15

5/21 卓球大会 ダブルス総当たり制リーグ戦 ２４

8/19 河内音頭講習会 ボランティアグループ「悠楽会」による講習会 ３５

9/ 3 バンパー大会 トーナメント方式によるバンパー大会 １６

9/30 敬老大会 クラブ有志による演芸披露 ６８
どるんちゅによる「沖縄の音楽（三線）」
ピュアコーラスあじさいによる「コーラスと演奏」

1/31 将棋大会 トーナメント方式による将棋大会 １６

計 ５９１
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３．高齢者生きがい教室（クラブ活動）
高齢者の生涯教育の一環として、人と人のつながりに重点を置いた生きがい教室を実施した。

会員数 実 施 日 実 施 出席人数
クラブ名 講 師 名

（人） 週 曜 時 間 回 数 （延べ）

華 道 勝 山 満 甫 １４ 第1･3 月 13:00-15:00 １７ ２００

俳 句 立 村 霜 衣 １２ 第 2 月 13:00-15:30 １１ １２３

詩 吟 森 山 国 洸 １３ 第1･3 火 14:00-16:00 １７ １５９

折 り 紙 中里見 順 子 ２７ 第 １ 火 10:00-11:30 １１ ２６４

水 墨 画 藤 谷 伸 州 ２５ 第2･4 火 10:00-12:00 ２０ ４０１

書 道 杉 山 滝 蔵 ３９ 第2･4 火 13:00-15:00 １８ ５１７

カラオケ 栗山登・相川義夫 ９８ 第1･3 水 10:00-15:00 ３８ １６８２

絵 手 紙 木 村 初 子 ４２ 第2･4 水 10:00-11:30 ２０ ５５４

茶 道 檀 浦 宗 柳 １１ 第2･4 水 13:00-15:00 １９ １５８

フラダンス 福 岡 鈴 １２ 第2･4 水 12:00-16:30 ３２ ４００

ダ ン ス 岩 宮 史 朗 ２７ 第1･3 木 13:00-15:00 ２０ ３８０

歌 体 操 平 河 美津子 ５９ 第2･4 木 10:00-11:30 １８ ９１８

手 芸 谷 脇 睦 子 ２７ 第2･4 木 13:00-15:00 １８ ３９２

新 舞 踊 大 泊 和 子 ７ 第1･3 金 13:00-15:00 ２１ １２１

民 謡 植 元 和 市 ４０ 第2･4 金 13:30-15:30 ２０ ６２２

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 風 間 愛 子 ２１ 第 4 金 13:30-15:00 １１ ２２２

４７４ ３１１ ７１１３

４．地域交流事業
地域に根ざした老人センターとして、高齢者が安全かつ安心した生活をいきいきと送ることが で

きるように「防犯講座」や医・食・住をテーマにした「五条の里講座」を四季に企画し、地域へ積極
的な参加を呼びかけた。

開催日 事 業 名 内 容 参加人数
4/22 防犯講座 ワンポイント講座「振り込め詐欺防止」 １５０
～28 （春の全国地域安全運動） 対象クラブ：歌体操、茶道、絵手紙
5/31 五条の里「春の講座」 ミニ防災講座・スプリングコンサート ５０
7/30 五条の里「夏の講座」 テーマ：「地球温暖化問題の現状と私た ３６

ちにできること」
8/ 5 手作りおもちゃ教室 縄手東小学校＆縄手東育成クラブとセンター １６

利用者による世代間交流
10/13 防 犯 講 座 ワンポイント講座「振り込め詐欺防止」 ５０
～15 （秋の全国地域安全運動） 対象クラブ：フラダンス、新舞踊、一般卓球､

囲碁､将棋
11/ 5･ クラブ活動発表会 高齢者生きがい教室（クラブ活動）の発表会 ８９２
10･11 （舞台発表・作品展示・茶席）
11/30 五条の里「秋の講座」 テーマ：出雲大社物語 ４１

安来節、玉すだれ、その他の大道芸
2/17 五条の里「冬の講座」 テーマ：「元気！」をつくる脳トレーニング ２５

とウォーキング
2/28 救急救命ＡＥＤ講習 「心肺蘇生法」と「ＡＥＤの使い方」や止血 ２２

法等の応急手当に関する知識と技術を学ぶた
めの講習（講習指導：東消防署救急救命隊 ）
計 １２８２
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５．各種相談事業
日常生活の心配事や悩み、健康等に関する相談事業を実施

相 談 別 相 談 員 相 談 日 内 容 相談件数

生活相談 五条老人セン 随 時 高齢者の生活・住宅・身の上等の相談 ０
ター館長 について助言、指導

健康相談 看護師 第１木曜日 高齢者の健康上の悩みについて個別助 １４
野谷はつみ氏 13:00～15:00 言、指導

６．介護予防、健康づくり推進事業
高齢者がいきいきと健康に暮らすための一助となることを目的とした、日常生活動作指導などの

各種健康体操教室や、利用者が気軽に参加できる「みんなの体操ひろば」を、介護予防活動ボラン
ティア養成講座修了生の協力により開催した。

①各種教室

教 室 名 開 催 日 内 容 のべ参加人数

介護予防教室 6/ 1. 7/ 6､ 8/ 4. 「健康日舞たいそう」（３回） ７０
9/27 計４回 ～日舞で楽しく転倒予防～

お口から始める介護予防
①テーマ「よく咬んで、歯とお口の健康」
②テーマ「健口体操」
（地域包括支援センター千寿園との共催)

バランス健康体操 9/21､10/19.11/16 ストレッチ体操 １０８
教室 計3回

介護予防教室 11/29､12/13．2/15 ①「お口から楽しく健康に！」 ５３
計3回 ②「楽しく運動～メロディ運動～」①

③「楽しく運動～メロディ運動～」②
（地域包括支援センター福寿苑との共催）

初心者卓球教室Ｂ 第２･４水曜日 卓球を通じて、健康づくりの推進 １１８

②みんなの体操ひろば

開催日 内 容 のべ参加人数

第１月曜日 「転倒予防体操」やウォーキングによるバランス体操等 ５４５
指導：介護予防活動ボランティアグループ「ひびき」

第２月曜日 「転倒予防体操」や脳トレーニング体操、健口（口腔）体操等 ６４６
指導：介護予防活動ボランティアグループ「こだま」「ひまわり」

第３月曜日 「転倒予防体操」や脳トレーニング体操、健口（口腔）体操等 ２８４
指導：介護予防活動ボランティアグループ「こだま」「ひまわり」

計 １４７５

③「つくしんぼ会」による健康推進事業（東保健センターとの共催事業）を実施
概ね月１回 第４月曜日 １０時～１２時 計９回 延べ ２４７人参加

７、シルバーボランティアセンター事業
①ボランティアグループ「はだしの会」によるひとり暮らし高齢者世帯へのふれあい福祉電話訪問
東地区 １，６２２件

②ボランティアグループの例会等の開催

ボランティアグループ名 内 容 回数 の べ 参 加 人 数

あじさいの会 活動内容の報告と打ち合わせ、情報交換 １２ １２６

介護予防活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ ８ ６５
「こだま」「ひまわり」 「みんなの体操ひろば」にて転倒予防体操

等介護予防体操指導後、活動内容のスキル
介護予防活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ アップや次回の打ち合わせ １０ ５３
「ひびき」

計 ３０ ２４４
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③介護予防活動ボランティアグループ「なかよし」の結成に向けての相談援助
④介護予防活動ボランティアによる「出前体操ひろば」の実施

実施日 実施場所 内 容 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 参加人数

第２金曜日 旭町自治会館 転倒予防体操やレクリエーション等 ２ １９８
の実施 （延べ）

４月～５月 街かどデイハウス 転倒予防体操や頭のトレーニング等 ２ ５０
「お達者クラブ」 の実施

９／１３ やまなみプラザ 「敬老フェスタ」にて転倒予防体操 ５ １００
の実施

１１／６ 縄手北中学校 「縄北フェスタ」にて転倒予防体操 １０ ４０
の実施

計 １９ ３８８

⑤ボランティア養成講座等の実施
○「介護予防活動ボランティアのつどい」の開催
（社協内三老人センターの連携により当老人センターが実施）
日 時：平成２３年３月１日（火）１時３０分～３時３０分
場 所：五条老人センター
内 容：「介護予防活動ボランティアの交流とスキルアップなど」
講 師：日本介護予防指導者協会 三宅 基子 氏
参加者：３２人（内訳：五条１２人、高井田１０人、高齢者１０人）

○「いきいき学習講座」＜２回コース＞
学んで、笑って、元気を一緒にさがしませんか！
高齢者のボランティア活動の推進と拡充を図り、地域活動への参加を支援するための一環とし

てのボランティアとなる人材の育成に努めた。

開催日 内 容 講 師 参加人数

3/14 ①あんな時、こんな時、役立つレクリェ 東大阪レクリェーション研究会 ３３名
ーションについて学びましょう！ 宮田 良一 氏

②いつまでも健康でいきいきとありつづ 桃山大学ボランティアセンター
けるために 脇坂 博史 氏

3/28 ①枚岡神社（ものしり体験プログラム） 枚岡神社 ２３名
「枚岡神社の御神徳」 宮司 中東 弘 氏

②あんな時、こんな時、役立つレクリェ 東大阪レクリェーション研究会
ーションについて学びましょう！ 宮田 良一 氏

⑥ボランティア活動の紹介
ボランティアグループ音楽宅急便「さら」、悠楽会、朗読ボランティア「やまびこ」、はだしの会、

あじさいの会、かざ車の会、介護予防活動ボランティアグループ「こだま」「ひまわり」「ひびき」
⑦ボランティアへのニーズ内容

ニーズ内容 家事介助 外出介助 話し相手 行事援助 そ の 他 計

件 数 ３ ３ ８２ ４５ １６ １４９

⑧当センターの庭園清掃ボランティア活動 計６回 延べ２０４人参加

８．社協内三老人センター利用者の交流事業 （詳細は高齢者サービスセンター老人センターに表記）

９．実習生の受け入れ
・小阪病院看護専門学校生：平成２3年１月１1日～３月3日までの間 １２人

10．職場体験学習の受け入れ
・縄手北中学校：平成２２年５月２０日・２１日 ２年生３人
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３．高井田老人センター
平成2２年度に当センターを利用した高齢者の総数は４５，４１０人で、この１年間に新規に利用

券を発行した人数は１３５人である。利用者数を月平均すると３，７８４人で１日平均は1５５人で
ある。

年間利用人数（開館日数 ２９３日） （単位：人）

男 女 団体利用者 合 計
年 間 ２６，０２４ １５，０８７ ４，２９９ ４５，４１０
一日平均 ８９ ５１ １５ １５５

１．情報提供（情報サービス・啓発事業）
・情報の提供
市民や利用者にセンター事業や高齢者福祉等に関する情報を提供するために、市政だよりや社協ひ

がしおおさか等を活用するとともに、機関紙「高井田老人センター」を月刊で発行した。
また、関係機関等のチラシやポスタ－等の資料の配布や掲示を行うなど、情報の提供を行った。

２．教養講座・レクリエーション事業
高齢者が豊かにいきいきと過ごせるように教養講座やレクリエーション事業を行った。

（１）教養講座

曜 日 事 業 名 実施回数 内 容 のべ参加人数
第1･3月曜 編物同好会 １５ 毛糸でベストづくり １２４
第1･3火曜 おりにふれて （折り紙） ９ 折り紙でつくる干支・鶴づくり ８３
第2･4水曜 土筆会（書道） ２０ 書道の作品づくり ５５９
第2･4水曜 水墨画同好会 １８ 墨絵づくり ３３９
第2･4木曜 ﾎﾟﾘﾏｰｸﾚｲ同好会 １９ 粘土のアクセサリーづくり １４９
第 1 木曜 茶道講習会 １１ 視覚障がい者による茶道講習会 ６０

開催日 事 業 名 内 容 参加人数
6/ 1 パソコン教室 暑中見舞いハガキづくり ６

（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動ｾﾝﾀｰと共催） 指導：ﾊﾟｿｺﾝﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･ﾏｳｽの会
7/29 手づくり作品教室 押し花でクリップホルダーを作製 １３

指導：押し花ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 來田 容子 氏
11/16 パソコン教室 年賀ハガキづくり １４

（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動ｾﾝﾀｰと共催） 指導：ﾊﾟｿｺﾝﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･ﾏｳｽの会
1/31 手づくり作品教室 粘土でストラップとペンダントを作製 １１

指導：ﾎﾟﾘﾏｰｸﾚｲｸﾗﾌﾄ 川西 直子 氏

（２）レクリエーション事業
開催日 事 業 名 内 容 参加人数
6/29 バンパー大会 トーナメント方式よるバンパー大会 １６
9/29 敬老大会 高齢者をねらう悪質商法 １１０

東大阪市立消費生活センター
消費生活専門相談員 荒牧 京子 氏

介護予防体操とレクリェーション
介護予防活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ｢ｻﾎﾞﾃﾝ｣

11/29 ふれあい卓球ひろば 卓球・ラージボールを通じて利用者間との ２６
11/30 ふれあいラージボールひろば 親睦、交流を深める ２８

３．高齢者生きがい教室（クラブ活動）
高齢者の生涯教育の一環として、生きがいづくりや人と人との交流に重点をおいた生きがい教室を

実施し、利用者のニーズにあったクラブ運営を行った。
クラブ活動状況

講 師 名 会員数 実 施 日 実 施 出席人数
クラブ名

代 表 者 名 （人） 週 曜 時 間 回 数 （延べ）

（未生流） 祥鶴庵 松島 愛圃 10 第 2 火 13:30-15:00 12 113
華 道

（ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ） 風 間 愛 子 18 第 4 火 13:30-15:00 11 134
詩 吟 植 田 豊 鳩 16 第1･3 火 13:00-15:00 20 261
水 彩 画 平 河 登 與 32 第1･3 火 13:00-15:00 19 400
茶 道 辻 元 宗 久 20 第2･4 水 13:00-15:00 21 329
書 道 今 岡 節 子 44 第2･4 木 13:00-15:00 19 322
手 芸 坂 口 冨 子 26 第2･4 木 13:00-15:00 21 329
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講 師 名 会員数 実 施 日 実 施 出席人数
クラブ名

代 表 者 名 （人） 週 曜 時 間 回 数 （延べ）
新 舞 踊 山 村 若温子 11 第1･3 金 13:00-15:00 23 175
民 謡 梅 若 朝由記 49 第2･4 金 13:00-15:00 20 793
歌 体 操 村 田 光 江 54 第1･3 水 10:00-11:30
歌 体 操 村 田 光 江 59 第1･3 金 10:00-11:30 57 2,486
歌 体 操 村 田 光 江 65 第2･4 月 10:00-11:30
ﾌﾟﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾗﾜｰ 風 間 愛 子 11 第 2 金 13:00-15:00 11 93
俳 句 鈴 木 火 外 30 第 2 月 13:00-16:00 12 240
謡 曲 佐 伯 ヒデ子 17 第2･4 火 12:00-16:00 21 276
カ ラ オ ケ 41 第1･3 土 13:00-16:00 24 383
ダ ン ス 木 野 一 馬 17 第1･3 木 13:00-16:00 22 187
絵 手 紙 奥 田 佐江子 67 第2･4 水 13:30-15:00 18 400
写 真 川 上 敬 二 9 第 1 水 13:30-15:00 12 75
大 正 琴 野 村 睦 子 21 第2･4 土 13:00-15:00 24 358

計 617 367 7,354

４．地域交流事業
高齢者生きがい教室（クラブ活動）の発表会など施設を開放し、利用者や地域との交流及び世代間

交流を図り実施した。

開催日 事 業 名 内 容 参加人数

2/21 クラブ活動発表会 高齢者生きがい教室（クラブ活動）の日頃 1,204
2/23 の成果を発表（舞台発表・作品展示・茶席）
2/24

3/31 世代間交流事業 上小阪小学校茶道同好会と茶道クラブによ 32
ふれあい茶会 る世代間交流会

５．各種相談事業
日常生活の心配事や悩み、健康等に関する相談事業を実施

相 談 別 相 談 員 相 談 日 内 容 相談件数

生活相談 高井田老人セ 随 時 高齢者の生活・住宅・身の上等の相談 0
ンター館長 について助言、指導

健康相談 看護師 第３水曜日 高齢者の健康上の悩みについて個別助 10
早崎葉子 氏 13:30～15:30 言、指導

６．介護予防・健康づくり推進事業
高齢者が健康で自分らしい生活を送れるように、日常生活動作指導などの各種健康体操教室や利用

者が気軽に参加できる「みんなの体操ひろば」を介護予防活動ボランティア養成講座修了者・ボラン
ティアグループ「サボテン」の協力のもとに開催した。

（１）介護予防事業「みんなの体操ひろば」
介護予防活動ボランティアリーダー・ボランティアグループ「サボテン」による転倒予防体操等の

介護予防や健康づくり体操の普及活動を実施した。

実施日 内 容 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 参加人数
数（延べ） （延べ）

第１・３ １部：準備体操「ラジオ体操第１」 207 1,002
水曜日 ビデオ「転倒予防トレーニング」高齢者が椅子に座っ

てできる体操
２部：レクリエーション・講話

内容：「介護予防について」「地域包括支援センター
の説明」「成年後見制度について」「手話コー
ラス」「ゲーム」「口のパタカラ運動」「かぞえ
うた体操」等

※１部は毎回固定、２部は内容をかえて実施
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（２）健康づくり事業
高齢者の健康づくりを中心に健康の維持・機能などの指導を実施し、高齢者の自立した生活を支援

した。

開催日 事 業 名 内 容 のべ参加人数

9/2･16 バランス健康体操（計６回） 簡単にできるストレッチ体操 189
10/7･21 指導：健康体操インストラクター
11/4･18 菅沼 裕子 氏

（３）趣味の充実のために卓球、ラージボール、バンパー、囲碁・将棋等ニーズにあった趣味を通じて
交流を図り心身の健康の増進に努めた。

７．シルバーボランティアセンター事業の推進（人材養成推進事業）
高齢者のボランティア活動の育成推進と拡充を図り、地域活動への参加を行った。

（１）ボランティアグループの他、近隣の老人クラブなど地域との交流を図り活動の場所を提供。

グループ名 回数 参加人数 グループ名 回数 参加人数

ＳＡ生きがい教室 １０ １５９ おりひめ会 ０ ０
ＳＡ東大阪 １２ ９５ 折り紙 １０ ６０
ハートの会 ８ ２９ 老人クラブ ４ ７０

その他グループ １ ６

計 ４５回 ４１９人

（２）ボランティアグループの交流会・定例会の開催

ボランティアグループ名 内 容 回数 のべ参加人数

介護予防活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ ボランティアリーダー交流会 １ １７
サ ボ テ ン 活動内容の報告と情報交換

介護予防活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ 定例会・月１回（第４月曜日） １０ ９２
サ ボ テ ン 活動内容のスキルアップと次回打ち合わせ

計 １１ １０９

（３）ボランティア養成講座等の実施
第３回介護予防活動ボランティア養成講座
老人センターや近隣地域を拠点として介護予防活動を推進する為、介護予防活動ボランティアと

なる人材を育成した。
日 時：平成２３年１月１１日（火）～３月２２日（火）１０時～１１時３０分

毎週火曜日 計１０回 延べ９５人参加
内 容：転倒予防トレーニングを中心とした講義と実技
講 師：日本介護予防指導者協会 三宅 基子 氏
修了者：１０人

（４）転倒予防体操の普及等、介護予防活動を推進するボランティアグループ「サボテン」の活動支援
と交流会を実施。
○「介護予防活動ボランティアのつどい」の開催 （詳細は五条老人センターに表記）

８．社協内三老人センター利用者の交流事業 （詳細は高齢者サービスセンター老人センターに表記）

９．実習生の受け入れ
小阪病院看護専門学校生 平成２３年１月１７日～３月１０日までの間 １６人
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Ⅳ．いきいきネット相談支援センター事業（ＣＳＷ配置事業）
コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）配置事業が開始され６年が経過した。個別相談の件数

は年々増加し、相談内容も多岐にわたり、重複した複雑な問題を抱えた相談が増えている。問題解決
に至るためには、地域の各種専門機関や社協地域担当職員・校区福祉委員会・民生委員児童委員会・
ボランティア等と連携し協働していくことが必要不可欠であることから、今年度においては、より一
層の分野横断的な セーフティーネットの構築～顔の見える関係性づくり～を目指した。

１．いきいきネット相談支援センターＣＳＷ活動報告書の作成

２．相談業務の資料収集と情報提供

３．各関係機関との連携
・校区福祉委員会連絡会
・民生委員児童委員協議会連合会
・自治連合会
・リージョン企画運営委員会
・社会貢献支援員
・基幹型地域包括支援センター、地域包括支援センター
・障がい者就業生活支援センター
・市内の中学校、地域教育協議会、子育て支援センター
・福祉事務所、保健センター等

４．広報啓発
・機関誌「社協ひがしおおさか」４／１５号、１０／１号に掲載
・東大阪市政だより９／１号より各月福祉のなんでも相談（リージョン出張相談）掲載
・各リージョンセンター企画運営委員会発行の広報誌に掲載
・各リージョンセンターでの福祉の出張相談コーナーのチラシとポスター作成

５．社協内ＣＳＷ担当者会議の開催（計１２回）
ＣＳＷ連絡会、連携会、研究会の案件整理、情報収集と提供、連絡調整とコミュニティワーカーや

地域包括支援センター等との連携を図った。

６．東大阪市ＣＳＷ連絡会の開催（計１１回）
情報交換とさらなる連携強化を目指して、毎月連絡会を開催し、相談事例報告等をおこなった。昨

年度に引き続き、大阪教育大学の新崎准教授をスーパーバイザーとして招き、助言や指導のもとＣＳ
Ｗのスキルアップや行政との連携を図った。
＊開 催 日・・・毎月第２木曜日
＊開催場所・・・東大阪市役所 会議室
＊出 席 者・・・市健康福祉局福祉部健康福祉企画課、社協事務局、１３カ所のＣＳＷ

７．ＣＳＷ連携会の開催（計１２回）
１３カ所のＣＳＷが個別相談への支援や地域のセーフティネットの構築に向けて協働するために、

毎月連携会を開催し、情報交換や事例検討等をおこなった。

８．ＣＳＷ研究会の開催（計１２回）
重複する問題を抱えた解決困難な事例の検討会等をおこない、またスーパーバイザーの新崎准教授

より、個別支援から地域支援への展開等についての助言や指導を仰いだ。

９．他市ＣＳＷや他機関との交流会

開催日 内 容

6/14 大阪狭山市ＣＳＷとの交流会

9/24 ＮＰＯ法人住まいみまもりたいとの交流会

11/25 東成区・東淀川区社協との交流会

3/ 9 大東市ＣＳＷと福祉政策課との交流会

10．各リージョンセンター（市民プラザ）での「福祉の出張相談コーナー」の実施
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11．主な各種研修会への参加

開催日 内 容

6/25 発達障がいによりそう心

6/30 障がい者相談員研修
～共生社会実現のための福祉コミュニティ創造のために必要な相談援助とは～

8/25 福祉人権研修～学校教育・地域教育・家庭が手をつなぐことの大切さ～

10/22 福祉と共生を考えるセミナー～障害を学び共生社会の実現へ～

11/11 自殺危機初期介入ゲートキーパースキルワークショップ

1/12 アルコール関連問題講演会

・東大阪市高齢者地域ケア会議への参加
・ＣＳＷスキルアップ研修専門研修Ⅰ、Ⅱへの参加
・東大阪市自立支援協議会地域ケア連絡会への参加

12．担当中学校区の主な動き
（１）縄手北・枚岡中学校区いきいきネット相談支援センター・・・五条老人センターに設置
①相談件数：延べ相談回数 １，３１２回（高齢者５６件、障がい者１１件、その他９件）
②主な相談事例
・知的障がいと精神疾患が疑われる社会的ひきこもり４０才代ケース
→生活保護の申請支援と家族関係の調整をおこない、障がい者生活支援センターへつなぐ。

・生活保護受給の父子ケース
→父への就労支援と子の登校拒否への支援をおこなう。

・知的または精神障がいが疑われる６０才代ケース
→民生委員長の協力のもと、医療と障がい者生活支援センターにつなぐ。

・家族からの暴言と金銭搾取に悩む高齢者ケース
→地域包括支援センターと連携し施設入所や生活保護の相談につなぐ。

③担当中学校区と隣接中学校区における会議等への出席や訪問活動
・四条リージョン企画運営委員会主催「やまなみプラザ敬老フェスタ」「やまなみ祭り」
・縄手北校区福祉委員会「防災訓練」「ふれあいの集い」「敬老大会」
・枚岡西校区福祉委員会「敬老大会」 ・縄手北、縄手東、枚岡東、枚岡西民生委員会
・子育て支援地域連携会議 ・地域教育協議会縄北ふれあいフェスタ
・福祉事務所、保健センター、子育て支援センター、障がい者就業生活支援センター等
④その他
・クラブ活動発表会で、いきいきネット相談支援センターの「相談コーナ」ーを実施
・四条リージョンセンターやまなみ祭りにて、ＣＳＷ事業や出張相談コーナーの啓発
・地域包括支援センター等と連携した相談活動
・他のＣＳＷ配置施設との情報交換や情報提供、相談のつなぎ等
・個別支援ボランティアグループ「あじさいの会」へのコーディネート
・東地域ケア連絡会（障がい者関係機関による地域における課題について検討）出席

（２）盾津・池島中学校区いきいきネット相談支援センター・・・高齢者サービスセンターに設置
①相談件数：延べ相談回数 １，６０８回（高齢者５１件、障がい者９件、その他１１件）
②主な相談事例
・夫の退院後の施設入所について不安を抱える妻への支援
・緊急入院が必要な認知症高齢者と家族への支援
・祖母に身体的虐待をしていた孫への生活支援
③担当中学校区と隣接中学校区における会議等への出席や訪問活動
・成和校区福祉委員会 ・鴻池東校区福祉委員会 ・高齢者地域別会議
・弥栄校区福祉委員会総会 ・校区民生委員児童委員会 ・敬老大会（鴻池東、成和）
・鴻池東校区子育てサロン「ゲンキッズ」 ・成和校区「いきいきサロン」
・池島校区「かわせみクラブ演芸会」「いきいきサロン」
・鴻池東校区「きらりグリーンライフ」 ・弥栄校区「ほんじょうふれあいサロン」
・地域の学校、子育て支援センター、施設、事業所、福祉事務所、保健センター、家庭児童相談室
④その他
・盾津校区・池島校区において相談・啓発コントを実施
・地域包括支援センターと連携した相談活動
・担当中学校、小学校、保育園と連携した相談活動
・他のＣＳＷ配置施設との情報交換や情報提供、相談のつなぎ
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（３）盾津東・英田中学校区いきいきネット相談支援センター・・・高齢者サービスセンターに設置
①相談件数：延べ相談回数 ２，０６０回（高齢者２３件、障がい者１０件、その他１１件）
②主な相談事
・パーキンソン病を患って４０代女性と家族への支援
・夫を自死で亡くした６０代妻への精神的サポートに関する支援
・多重債務のある生活困窮世帯への支援
・祖母に身体的虐待をしていた孫への生活支援
③担当中学校くにおける会議等への出席や訪問活動
・校区民生委員児童委員会（加納、北宮、英田南） ・校区福祉委員会（加納）
・ふれあい祭り（加納） ・英田北校区老人クラブ連合会 ・施設、事業所
・介護支援専門員連絡会那加地区地域別交流会 ・福祉事務所、保健センター等
④その他
・クラブ活動発表会で、いきいきネット相談支援センターの「相談コーナ」ーを実施
・東大阪市老人介護者家族の会と連携した相談活動
・他のＣＳＷ配置施設との情報交換や情報提供、相談のつなぎ等

（４）楠根・高井田中学校区いきいきネット相談支援センター・・楠根デイサービスセンターに設置
①相談件数：延べ相談回数 １，９０９回（高齢者６２件、障害者１０人、その他８人）
②主な相談事例
・子育て中の知的障がいの夫婦への生活支援（各関係機関、行政と連携）
・ひとり暮らしの難聴で弱視の高齢者の転居や生活支援（各関係機関、行政と連携）
・８０代の病弱な母親と５０代無職の息子への生活支援（各関係機関、行政と連携）
③担当中学校区と隣接中学校区における会議等の出席や訪問活動
・校区民生委員児童委員会（森河内、楠根、楠根南、楠根東） ・校区福祉委員会連絡会
・楠根リージョンセンターももの花祭り ・中河内地区人権教育研究協議会主催の事務局学習会
・緩和ケアを考える会かわち主催の患者サロン
・福祉事務所、保健センター、居宅介護支援事業所
④その他
・他のＣＳＷ配置施設との情報交換や情報提供、つなぎ
・西保健センターと共催のウォーキング

（５）新喜多・長栄中学校区いきいきネット相談支援センター・・高井田老人センターに設置
①相談件数；延べ相談回数 １，３１８回（高齢者８４件、障がい者１８件、その他１１件）
②主な相談事例
・精神疾患のある４０代女性
→関係機関と連携し見守り・日常生活支援

・精神障害のある高齢の母・娘の福祉サービス利用への支援と日常生活支援
・ひとり暮らし認知症高齢者入院
→地域包括支援センター・民生委員と連携し、金銭管理支援・身内との連絡調整

・多重債務の高齢者夫婦
→地域包括支援センターと連携し、日常生活自立支援事業へつなぎ、日常生活支援

③担当中学校区と隣接中学校校区における会議等への出席や訪問活動
・校区民生委員児童委員会（高井田東、長堂、楠根南、意岐部） ・高井田東校区福祉委員会
・東高井田自治会集会 ・東高井田子ども育成会「ひがたか寄席」 ・高井田東校区盆踊り大会
・敬老大会（高井田東、長堂、意岐部） ・意岐部校区自治協議会
・東高井田自治会クリーン作戦 ・高井田東老人クラブ会長会 ・高井田東校区文化祭
・長堂老人クラブ介護予防 ・高井田東クリスマス会 ・布施活性化委員会（まちづくり）
・長栄中学校区地域教育協議会 ・パークシニアクラブ（納涼会、忘年会、学習会等）
④その他
・西地域ケア連絡会（障がい者関係機関による地域における課題について検討）出席
・各関係機関と連携し相談支援活動（保健センター、福祉事務所、障がい者支援センター）
・地域包括支援センターとの連携相談支援活動
・他のＣＳＷ配置施設との情報交換、情報提供、相談のつなぎ
・クラブ活動発表会での「福祉なんでも相談コーナー」実施
・福祉施設・事業所との連携相談支援活動
・老人センター「みんなの体操ひろば」ボランティアグループ地域活動支援
・障害者雇用啓発事業「はたらく・くらすフォーラム」生活相談会
・保健センターとの共催「長瀬川ウォーク」地域支援
・「バリアフリーな街ふせ」実行委員会イベント開催
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Ⅴ．デイサービス事業
１．高齢者サービスセンターデイサービス

今年度も引き続き、利用者の拡大をめざすとともに、市民に利用してもらえるようアットホームな
施設として、家族の介護の軽減と利用者の生きがいを大切にすることをモット－に、基本事業である
日常生活上の入浴や食事等の世話や日常動作訓練、季節感を取り入れたレクリエーションメニューを
工夫し行った。
特に、看護師等による介護予防サービス事業の選択的メニューである「運動器の機能向上」に取り

組む等、通所介護サービスの質の向上に努めた。

１．利用状況
（１）登録状況（平成２３年３月末現在） ２５人

（２）介護度別利用者数（平成２３年３月末現在）

区分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合 計

人数 ３ ８ ３ ９ １ ０ １ ２５

（３）月別延べ利用人数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計

延べ利用人数 245 228 230 208 205 208 214 215 184 191 183 207 2,518

２．主な年間事業内容等
・ぬり絵などで、月間テーマに沿った毎月の手作りカレンダーの作成
・看護師等の指導による「運動器の機能向上」の実施
・各種ゲームと定期的なカラオケの実施
・ボランティアの協力による定期的なレクリエーション活動（三味線演奏）の実施

月 主な年間行事（レクリエーション活動） 看護師等による機能訓練

４ 月 花祭り 運動器の機能向上

５ 月 端午の節句 〃

６ 月 ゲーム 〃

７ 月 七夕祭り 〃

８ 月 夏祭り 〃

９ 月 敬老祝賀会 〃

１０月 運動会 〃

１１月 ゲーム 〃

１２月 クリスマス会 〃

１ 月 福笑いゲーム 〃

２ 月 節分ゲーム 〃

３ 月 弥生祭 〃

３．実習生の受け入れ
・大阪府立たまがわ高等支援学校生の実習受け入れ（２名）
・小阪看護専門学校生の実習受け入れ（１６名）
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２．楠根デイサービスセンター
本年度も、引き続き指定管理者指定を受け、より充実したサ－ビスを目指し利用者の意向に沿った

サ－ビス提供が出来る施設として、利用者が可能な限りその居宅において自立した日常生活を営むこ
とができるよう、また介護予防の観点からも心身の機能維持、そして家族の介護の軽減を図るため日
常生活上の世話及び介護（介護予防）サービスの提供に努めた。

１．利用状況
（１）登録状況（平成２３年３月末現在） ２３人

（２）介護度別利用者数（平成２３年３月末現在）

区分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合 計

人数 ２ ３ ８ ３ ６ １ ０ ２３

（３）月別延べ利用人数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計

延べ利用人数 217 218 220 233 228 227 210 214 216 190 185 198 2,556

２．主な年間行事等

月 主な年間行事（レクリエーション活動等）

４ 月 桜 祭 り 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成

５ 月 ゲ － ム 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成
楠根リージョンセンター内 さつき展の見学

６ 月 七夕飾り作り・ゲ－ム 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成

７ 月 七 夕 笹 飾 り 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成

８ 月 玉串保育園保育士による パラバル－ンゲーム・エプロンシアタ－
レクリエ－ション 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成

９ 月 ゲ － ム 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成

１０月 玉串保育園・園児との 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成
世代間交流事業

１１月 干支飾り（寅）製作 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成
樟蔭女子大生によるハンドマッ
サ－ジ・ネイルケア

１２月 ゲ－ム・うさぎ手袋 製作 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成
ク リ ス マ ス 会 ・色紙作成

１ 月 ゲ － ム 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成
・鬼の面作成

２ 月 ゲ － ム 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成

３ 月 玉串保育園保育士による 介護員による音楽体操・カラオケ・カレンダ－作成
レクリエ－ション

３．玉串保育園との交流
昨年度に続き、玉串保育園・保育士並びに園児との楠根デイサ－ビスセンタ－施設内でのレクリエ

－ションによる交流（３回）をはかった。（８月・１０月・３月実施）
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Ⅵ．稲田鷺島住宅シルバーハウジング事業（高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業）
住み慣れた地域社会で自立して、快適な生活が営めるように毎朝一番に安否確認をするとともに生

活相談、助言、一時的な家事援助、緊急時の対応などの支援を行うとともに、入居者同士のコミュニ
ケーションを図るためのお茶会を開催した。
また、関係機関との協力を得て、入居者に対する情報提供や知識の向上をはかった。

１．利用状況（平成2２年４月～平成２３年３月）
平成2２年度 生活援助員派遣事業実施状況表
①生活相談 ②関係機関との連絡調整 ③一時的な家事援助

生 身 仕 そ 小 警 介 高 住 民 そ 小 通 買 食 掃 そ 小
月別 活 の 事 の 計 備 護 齢 宅 生 の 計 院 い 事 除 の 計

上 上 の 他 会 保 者 政 委 他 介 物 の の 他
の 相 相 社 険 福 策 員 助 代 世 代
相 談 談 祉 課 行 話 行
談 他 課

4 122 0 0 19 141 1 0 0 0 0 8 9 0 0 0 0 10 10
5 113 0 0 17 130 1 0 0 2 0 14 17 0 0 0 0 6 6
6 142 1 0 20 163 1 0 0 0 0 16 17 0 0 0 0 11 11
7 124 0 0 18 142 0 0 0 2 0 14 16 0 0 0 0 9 9
8 92 0 0 17 109 0 0 0 1 0 13 14 0 0 0 0 4 4
9 104 0 0 19 123 0 0 0 2 0 18 20 0 0 0 0 18 18
10 90 0 0 19 109 0 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 8 8
11 98 0 0 19 117 3 0 0 5 0 14 22 0 0 0 0 15 15
12 103 1 0 18 122 2 0 1 5 0 15 23 0 0 0 0 12 12
1 80 1 0 15 96 0 0 1 1 0 7 9 0 0 0 0 8 8
2 97 0 0 14 111 0 0 2 3 0 15 20 0 0 0 0 16 16
3 126 0 0 15 141 1 0 1 6 0 9 17 0 0 0 0 18 18

合計 1291 3 0 210 1504 9 0 5 27 0 154 195 0 0 0 0 135 135

④緊急時の対応 ⑤その他 合計 コ 団らん室の利用状況
緊 救 病 急 そ 小 団 安 利 │ 利

月別 急 急 院 病 の 計 ら 否 用 ル 用
通 車 へ へ 他 ん 訪 回 応 内
報 要 の の 室 問 数 答 容

請 連 世 利 な
絡 話 用 し

4 0 0 0 0 0 0 145 47 352 117 雑談・相談等 入院４名
5 0 0 0 0 0 0 130 32 315 90 空室２戸〃 入院４名
6 0 0 0 0 0 0 163 49 403 107 空室２戸〃 入院３名
7 0 0 0 0 0 0 142 56 365 108 空室２戸〃 入院２名
8 0 0 0 0 0 0 108 41 276 83 空室２戸〃 入院３名
9 0 0 0 0 0 0 126 58 345 78 空室２戸〃 入院２名
10 0 0 0 0 0 0 112 49 289 85 空室２戸〃 入院４名
11 0 0 0 0 0 0 118 64 336 82 空室２戸〃 入院２名
12 1 0 1 1 2 5 123 49 334 105 空室２戸〃 入院３名
1 0 0 0 0 0 0 101 32 246 112 空室２戸〃 入院３名
2 1 0 0 0 1 2 120 59 328 110 空室２戸〃 入院３名
3 0 0 0 0 0 0 147 54 377 95 〃退室１名 入院２名

合計 2 0 1 1 3 7 1535 590 3966 1172
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Ⅶ．在宅介護推進事業（受託事業・介護保険事業・障害福祉サービス事業）
平成２０年９月の東大阪市の外郭団体統廃合等方針を受けて、東大阪市社会福祉協議会では、介護

保険事業、障害者福祉サービス事業の縮小・廃止に向けて、利用者やその家族の意向を確認し、ケー
スの調整・移管を行い、平成２３年２月末日をもって２カ所の事業所を閉所した。
また、今年度も引き続き事業所間の連携に向けて、市内の事業所に対して研修会参加への案内を行

い、ホームヘルパー公開研修会を３回実施した。東大阪市の受託事業として「難病患者等ホームヘ
ルプ事業」についても終了した。（但し、平成２３年４月の１カ月実施。）

１．ホームヘルプサービス事業（平成２３年３月末現在）
（１）事業別実働回数・時間
①介護保険

身体介護 生活援助中心 身体・生活 合 計
区 分

回 数 時 間 回 数 時 間 回 数 時 間 回 数 時 間

訪問介護 823 972:00 5,071 7,935:00 3,834 7,524:00 9,674 16,431:00

介護予防訪問介護 2 9:00 4,329 6,998:00 4,331 7,007:00

②指定障害福祉サービス

身体介護 家事援助 通院介助(介有) 通院介助(介無)
区 分

回 数 時 間 回 数 時 間 回 数 時 間 回 数 時 間

居宅介護･重度訪問介護 2,435 2,936:00 6,447 11,392:00 539 1,168:00 16 26:00

重度訪問介護 合 計
回 数 時 間 回 数 時 間

3,145 8,200:00 12,582 23,722:00

③難病等ホームヘルプ

介 護 家事援助 合 計
区 分

回 数 時 間 回 数 時 間 回 数 時 間

高齢者・難病者 0 0 122 254:00 122 254:00

２．人材育成
（１）ホームヘルパー公開研修

（市内の事業所に研修の参加を呼びかけ、一般市民にも呼びかけ公開研修を３回開催）

年間テーマ：『発達障がいによりそう心』～「あなたと私、手をとりあって・地域の絆」～

開催日 研 修 内 容 等 参加人数

6/25 発達障がいを抱える方への対人援助 ９５

9/22 『発達障がい』への理解を深める発達障がいの種別と性質的なこと １７２

12/17 パネルディスカッション～発達障がいの方が地域で安心して生活するために～ １５６
落語家 桂 福点 氏による落語と音楽療法

（２）ホームヘルパー研修（他の研修会参加・個別面談・説明会を含む）

開催日 研 修 名 場 所 ・ 研 修 内 容 等 参加人数

5/22 非常勤ホームヘルパー説明会・研修 ２２年度ヘルパー活動について ６１
（高・西） 始めよう！ボランティア活動

5/26～ 非常勤ホームヘルパー個別面談 今後の個々のヘルパー活動の面談 １００

11/ 5 労働安全衛生委員会職員研修会 高齢者サービスセンター・「交通事故」 ６０
笑って、健康、ストレス解消

1/20 自殺危機初期介入スキルﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 市立男女共同参画センター（ｲｺｰﾗﾑ6F） ２

3/ 7 人権研修会 市立総合福祉センター４階会議室 ７

3/11 人権研修会 高齢者サービスセンター２階研修室 ６

3/12 ホームヘルパー謝恩会 ホテルアウィーナ大阪 １４２
非常勤ホームヘルパー・関係職員
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（３）同行実習研修実施

№ 同行実習依頼機関 実 施 日 人 数 実施課程

１ 関西福祉科学大学 9/6 １ 同行実習

２ 府立たまがわ高等支援学校 11/16・18 のべ４ 同行実習

３．地域安心生活サポート事業
（１）ワンコイン生活サポート事業

平成２２年８月に独立行政法人福祉医療機構の助成を受け、平成２３年１月より実施することにな
り、地域安心生活サポート事業ＰＴ会議の検討及び準備を経て事業を開始した。
この事業は、日常生活のなかで困りごとを抱えた住民の方が、地域で安心した生活が遅れるように、

ちょっとした家事援助をワンコインで提供する、地域で「参加する仕組み」「支え合う仕組み」とし
て利用会員と援助会員からなる事業である。この援助を利用するには、「利用会員」として登録し、
地域安心生活サポーター（援助会員）として活動するには、「養成講座」の受講が必要である。
平成２３年３月末で地域安心生活サポーター養成講座受講修了者１９１名、地域安心生活サポータ

ー（援助会員）は１４０名となっている。また利用会員は８０名の登録となり、そのうち援助を利用
されている方は３０名となっている。援助の流れは、援助が必要な利用会員のニーズの受付を行い、
利用会員を訪問し、援助内容を確認した後、援助会員と引き合わせ、家事援助を中心とした援助が実
施される。援助時、利用会員は援助会員に直接利用料金を支払うことになっている。
次年度は、高齢者サービスセンターに担当をおき、地域安心生活サポーター養成講座を開催し、援

助会員を増やしていく。また、援助会員、利用会員の交流・研修の場をつくっていく。

①地域安心生活サポート事業ＰＴ会議

開催日 検 討 内 容

8/20 ①事業説明、②箕面市社協視察報告、③ワンコイン生活サポート事業の検討

9/ 2 ①パンフレット内容、②チラシの内容、③地域安心生活サポーター養成講座（時期・内容）

9/17 ①パンフレット内容、②地域包括支援センター会議での報告、③事業所ネットワーク事業、
④地域安心生活サポート事業のヘルパーへの説明、⑤地域安心生活サポーター養成講座（時
期・内容）

10/ 5 ①ワンコイン生活サポート事業の検討、②地域安心生活サポーター養成講座、③事業所ネッ
トワーク事業

11/ 9 ①事業所ネットワーク事業、②地域安心生活サポーター養成講座（市民向け）、③利用会員
の登録についての広報等

②地域安心生活サポーター養成講座（１日コース／カリキュラム）

日 時：平成２２年１０月２３日、１０月３０日、１１月２５日、１２月８日、３月２６日

場 所：東大阪市社会福祉協議会会議室／高齢者サービスセンター研修室

内 容：①ボランティア活動および対人援助技術

②障害者福祉サービスについて

③子育て支援について

④介護保険サービスと高齢者の心理

⑤地域安心生活サポート事業概要説明

③地域安心生活サポーター研修会

日 時：平成２３年２月２６日

場 所：高齢者サービスセンター研修室

内 容：①ワンコイン生活サポート事業、会員の説明

②３Ｂ体操

（２）事業所ふくしネットワーク事業

事業所等へのアプローチをはかり、現在のところ準備段階、次年度より行う。
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Ⅷ．日常生活自立支援事業
平成２２年度は、前年度と同様の職員数であったが、業務の効率化を図った。その結果、契約を締

結しサービスを開始した数は７５件で、合計で２３２件となり、昨年度末１８８件から４４件の増加
となった。
一方、死亡、施設入所、親族や成年後見人等の選任による管理などによりサービスを終了するケー

スも３１件あった。終了に際しては、利用者の金銭や保管物品を引継ぐ相続人等が不在・不明で、手
続きに時間を要するケースが多くあった。本人、家族、成年後見人等や福祉事務所、病院、保健セン
ター、作業所、施設、地域包括支援センターやケアマネジャーなどの関係機関からの相談が５２７２
件あり、うちサービス利用希望の申し込みが２１１件あった。
今後も判断能力の不十分な認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等の相談やサービスの利用

希望が増えると予想される。
平成２３年３月３１日現在、相談待機者でまだ未折衝のケースが８９件あり、待機期間の大幅な短

縮には至らなかった。平成２３年度においては、専門員・生活支援員の業務形態の強化を行い、サー
ビスの効率化を図り、相談希望ケースの待機期間短縮にむけて事業を推進していく。

年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度
対象者の分類

認知症高齢者等 １３３３ １５８４ １９５９ ２７３５ ２５０８
相
談 知的障がい者等 ３６１ ３１６ ３７５ ３７１ ５４０
援
助 精神障がい者等 １０８１ １３４７ １４７０ １５３９ ２１７４
件
数 不明・その他 １１ ５０ ３７ ２７ ５０

合計（件） ２７８６ ３２９７ ３８４１ ４６７２ ５２７２

認知症高齢者等 ３２ ５１ ６７ ８１ ９５
実
利 知的障がい者等 １４ １６ １８ ２０ ３１
用
者 精神障がい者等 ３６ ４５ ６９ ８７ １０６
人
数 その他 ０ ０ ０ ０ ０

合計（件） ８２ １１２ １５４ １８８ ２３２

認知症高齢者等 ７４７ １０６０ １５６５ １６６５ １６６６
サー

知的障がい者等 ３５６ ４０１ ４２３ ５１７ ６３３
ビ
ス 精神障がい者等 ７８９ １３５７ １９０３ ２３４３ ２６３６
訪
問 その他 ０ ０ ０ ０ ０
回
数 合計（件） １８９２ ２８１８ ３８９１ ４５２５ ４９３５

※事業の開始は平成１２年度からで、表は過去５年間の推移である。
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Ⅸ．地域包括支援センター（基幹型）事業
当協議会は基幹型地域包括支援センターを２カ所運営している。東大阪市高齢者地域ケア会議の事

務局を担い機関等代表者会議（１回）・企画運営会議（１２回）・高齢者虐待防止専門会議（１２回）
・地域別会議（２１回）・個別支援策検討会議（１０１回）を開催した。
今年度は高齢者を支援する関係機関が連携するための土台づくりについて議論を行い共通認識に努

めた。また、ネットワークづくりのつなぎ役を担う１９カ所の地域包括支援センターが地域に根付い
た活動を図るためにワーキングチームを設置し、連絡調整会議の活性化に力点をおいた。また、地域
包括支援センター担当職員の研修会では、連携にかかるスキルアップに努めた。全体研修会では「が
ん患者の緩和ケア」をテーマに保健・医療・介護の多職種の連携について考えることができた。
「認知症を知る地域講演会」はCリージョンセンターで開催し、多くの市民の参加があり認知症の

理解を得るための啓発に努めた。認知症に関する相談の窓口については「認知症相談窓口のしおり」
の改訂版を作成し、民生委員、校区福祉委員などの地域の皆さんと市内の関係機関等に配布した。新
たに市民により身近に認知症のことを理解していただくために、市民向けのわかりやすい「認知症と
のおつきあい」のチラシを作成し全戸配布を行った。
一方、地域包括支援センターとして地域を担当していることから、介護予防教室等を広めるため地

域に出向いて、体操教室、ちぎり絵などの健康と生き甲斐づくりに努めた。また、在宅高齢者介護者
リフレッシュ事業が地域包括支援センターの担当になり、リフレッシュのための「笑い」を テーマ
にした交流会と「介護の方法を学ぶ」と題し実習を交えた介護研修会を開催した。
東大阪市介護支援専門員連絡会の事務局を引き続き担当した。

１．相談件数
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

角 相談支援 280 249 279 335 345 347 327 337 329 251 318 330 3727
田 地域ｹｱ支援 個別 ８ 6 10 9 15 22 14 3 16 6 12 7 128

地域ｹｱ支援 集団 １ 0 0 0 0 １ １ 0 １ 0 １ 1 6
荒 相談支援 288 286 276 271 367 336 289 263 304 296 299 356 3631
川 地域ｹｱ支援 個別 1 0 1 1 0 0 1 2 0 0 0 0 6

地域ｹｱ支援 集団 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（地域ケア支援：地域において高齢者の支援に当たっているものや機関、団体およびそのスタッフへの支援）

相談支援 相談者・相談内容内訳
相談者 相談内容(重複相談含)

項 相談 本 家 ケ マ そ 介 介 福サ 保 家 介 そ
人 族 ア ネ の 護 護 祉

ー

健 族 護 の
目 件数 ジ 他 保 ビ 医 関 予 他

内 ャ 険 ス 療 係 防ー

角田 3,727 380 456 434 2,457 767 258 123 354 255 2,340 717
荒川 3,631 132 235 226 3,038 3,070 567 139 242 228 29 178
全 訳
件 7,358 512 691 660 5,495 3,837 825 262 596 483 2,369 895
数

食の自立支援事業（配食サービス） 角田 荒川 合計
利用決定にかかる調査 ２１ ２０ ４１

特定高齢者への働きかけ 角田 荒川 合計
（介護予防啓発） 受付数 ５８ ５４ １１２件

働きかけ数 ４７ ５４ １０１件

２．介護予防支援（給付管理数）
4月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計

角 田 １９２ １９１ ２００ ２０３ ２０２ ２１２ ２０９ ２０１ ２１２ ２１６ ２２２ ２１７ 2,477
自ﾌﾟﾗﾝ ９８ ９５ ９５ １０１ １０３ １０７ １０６ １０５ １０５ １０４ １０７ １０４ 1,230
他ﾌﾟﾗﾝ ９４ ９６ １０５ １０２ ９９ １０５ １０３ ９６ １０７ １１２ １１５ １１３ 1,247
荒 川 ２７５ ２８７ ２８２ ２８５ ２８８ ２８６ ２８４ ２９０ ２９６ ２８１ ２８１ ２７６ 3,411
自ﾌﾟﾗﾝ １２３ １２５ １２１ １１９ １１９ １１９ １１４ １０６ １０８ １０２ １０５ １０５ 1,366
他ﾌﾟﾗﾝ １５２ １６２ １６１ １６６ １６９ １６７ １７０ １８４ １８８ １７９ １７６ １７１ 2,045
合 計 ４６７ ４７８ ４８２ ４８８ ４９０ ４９８ ４９３ ４９１ ５０８ ４９７ ５０３ ４９３ 5,888



- 45 -

３．地域介護予防推進事業
＜角田＞

開催場所 開催日 開催回数 テーマ 講 師 参加人数

１ 高齢者サービ 第2･4火曜日 １１ ３Ｂ体操 日本３Ｂ体操協会公認 158

スセンター 指導者 栗本紀世 氏

２ 荒本第４集会 第４水曜日 ５ 介護保険の説明 地域包括支援社協角田 ９２
所 ・レクレーショ

ンゲーム他

１ お口の手入れで 日本訪問歯科協会 １７
寝たきり予防 藤田勝久 氏

３ 島之内自治会 5/20 １ お口の手入れで はーでゅケアプランｾﾝﾀｰ ３８
館 寝たきり予防 米田裕香 氏

１/20 １ 認知症予防 地域包括支援社協角田 ４３
（ビデオ・
頭の体操）

４ 盾津鴻池公民 11/10 １ レクレーション 地域包括支援社協角田 １４
分館分室 ゲーム

12/1 １ 悪徳商法の 地域包括支援社協角田 ２０
コント

５ 岩田公民館 5/19 １ 介護保険と地域 地域包括支援社協角田 ４２
（つくし会） 包括支援センタ

ーの話

2/16 １ 悪徳商法のコン 地域包括支援社協角田 ３３
トと軽体操

＜荒川＞

開催場所 開催日 開催回数 テーマ 講 師 参加人数

１ 弥刀公民分館 第４火曜日 ４ ちぎり絵教室 講師 林 君子 氏 118

第４火曜日 １ 折り紙教室 講師 和田芳江 氏 ２６

第４火曜日 ５ 心と体の 真向法協会 大阪健康真向法 129

自己管理法 七段教士 千葉郁子 氏

２ 長瀬北公民分 第２月曜日 １０ 体を動かして リズミング生涯体育研究会 221

館 めざせ姿勢美人 健康運動指導士 竹内節子氏

３ わかば温泉 第2･4木曜日 ２２ 若返り体操 リズミング生涯体育研究会 444

健康運動指導士 竹内節子氏

４ 長瀬東公民分 第４火曜日 １ 資生堂ビューテ 講師 丸橋久子 氏 ２１
館 ィーセミナー

第４火曜日 １ ちぎり絵教室 講師 林 君子 氏 １８

４．地域包括支援センター連絡調整会議 １２回

５．地域包括支援センター担当職員研修会

開催日 場 所 テ ー マ 講 師 参加人数

4/15 高齢者サービス 地域包括支援センター 高齢介護課担当者 ５３
センター 「記録の書き方」 基幹型地域包括支援セ

ンター職員

5/20 高齢者サービス 高齢者福祉施策の概要 西福祉事務所福祉係 ５３
センター 石田義博 氏

6/18 なるかわ苑 事例検討会（東地区） １６

6/22 サンホーム 事例検討会（西地区） １３

6/25 高齢者ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 事例検討会（中地区） ８
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開催日 場 所 テ ー マ 講 師 参加人数

7/15 高齢者ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 職種別意見交換会① ４８

8/12 高齢者サービス 障害者自立支援制度を活用するため 障害者支援室 ３０
センター に 田村敦司 氏

9/21 高齢者サービス 困難事例をどう理解するのか 布施支援ネットワーク ４０
センター 前川 敦 氏

10/19 サンホーム 事例検討会（西地区） ８

10/22 千寿園 事例検討会（東地区） １０

10/25 高齢者ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 事例検討会（中地区） ８

11/18 高齢者ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 職種別意見交換会② ４４

11/24 イコーラムﾎｰﾙ 全体研修会「がん患者に対する緩和 寺田醫院 228

ケア」～病院と在宅系他職種との連 院長 寺田秀興 氏
携～ 病院医師・ＭＳＷなど

1/11 高齢者サービス 地域包括支援センターのネットワー 大阪市立大学大学院 ４８
センター クづくりの手順 白澤政和 氏

2/14 サンホーム 事例検討会（西地区） １０

2/18 千寿園 事例検討会（東地区） １３

2/24 高齢者ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 事例検討会（中地区） １０

東大阪市高齢者地域ケア会議

会 議 名 回 数 内 容 事 務 局

機関等代表者会議 １ 委員３２人 基 幹 型

企画運営会議 １２ 委員１３人 基 幹 型

地域別会議 ２１ 市内を７地域に分け、年３回開催 ｴﾘｱ内の地域
包括支援ｾﾝﾀｰ

個別支援策検討会議 １８１ サービス利用の必要性がありながら、制度 担当地域の地
につなげることが困難な方について、関係 域包括支援セ

（虐待疑い 者が支援の方向性を検討する場として定着 ンター
事例に関す してきた。支援困難な事例の中には、本人
る開催回数 や家族に発達障がいが疑われるなど従来の
１０５回を 精神障がい・知的障がいの支援方法に当て
含む） はまりにくいケースが見られるようになっ

てきている。

高齢者虐待防止専門 １２ 保健センター（東・中・西） 基 幹 型
会議 福祉事務所（東・中・西）

保健所健康づくり課、高齢介護課
医師、精神科医師、弁護士

地域ケア会議参画申出数

地 域 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 合 計

参加数 １０２ １２１ １３３ １４３ １１３ １９６ １６１ ９６９

※複数地域に参画している事業者あり

６．地域別会議
①第１回地域別会議

地域 テーマ 参加人数

Ａ 地域での支え方を考えよう～地域包括支援センターからの活動報告～ ５１
１．報告者 地域包括支援センター担当職員他
２．その他
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地域 テーマ 参加人数

Ｂ 支え合う地域づくりを目指して～民生委員、校区福祉委員の役割と活動～ １０７
１．民生委員、校区福祉委員より活動報告

（民生委員 ：池島校区民生委員長 三浪敏嗣 氏）
（校区福祉委員：縄手上四条校区福祉委員長 森田豊次 氏）
（校区福祉委員：縄手北校区福祉委員長 尾上末次 氏）

２．グループに分かれての意見交換

Ｃ 高齢者の住まい～老人ホームから住まいまで～ ９７
１．講演 大阪府高齢介護室施設課 総括課長補佐 有山具仁子 氏
２．全体での質疑応答

Ｄ 元気に老いていくために～薬の正しい飲み方～ ６６
１．講演 株式会社ウィズ 健康いきいき支援室 薬剤師 滝村桂子 氏
２．全体での質疑応答

Ｅ 地域のネットワークづくりをめざして～みんなで支え合い手をつなごうⅢ～ １８
１．講演 大阪府布施警察署 生活安全課 防犯係長 警部補 藤原真一氏
２．グループに分かれての意見交換

Ｆ 東大阪市における貧困問題の現状とホームレス巡回相談員の役割 １１８
～ホームレス巡回相談員からの報告～

１．講演 大阪府社会福祉協議会 社会貢献推進室
野宿生活者支援グループ 主任相談員 岩崎夏奈 氏

２．全体での質疑応答

Ｇ こころの健康～高齢者とわたし達～ １２８
１．講演 「ケアをする人」のメンタル・サポート

Larghettoーラルゲットー
セラピスト・心理カウンセラー 豆子ひさし 氏

２．グループに分かれてのワークショップ

参加延べ人数 ５８５

②第２回地域別会議

地域 テーマ 参加人数

Ａ 全地域共通テーマ ４４
Ｂ ５７
Ｃ ９４
Ｄ 「高齢者の孤独死を予防するには」 ５３
Ｅ ３６
Ｆ １０３
Ｇ ９５

参加延べ人数 ４８２

③第３回地域別会議

地域 テーマ 参加人数

Ａ 認知症のいろは～共に学び、共に考えよう～ ４１
１．講演 医療法人興世会 石きり

介護老人保健施設 石きり施設長 医師 田中みすず 氏
２．全体での質疑応答

Ｂ 「支え合う地域づくりを目指して」 ８４
～自助・共助・公助の連携の意義について～

１．講演 大阪教育大学教育学部 准教授 新崎国広 氏
２．全体での質疑応答

Ｃ 高齢者の住まい パートⅡ～私たちの地域の介護保険施設～ ９４
１．各介護保険施設担当者からの報告
２．全体での質疑応答

Ｄ 私たちにに出来ること ６９
１．ＤＶＤビデオ上映 「急増する独居・認知症の高齢者」
２．グループに分かれての意見交換
３．その他
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地域 テーマ 参加人数

Ｅ 地域のネットワークづくりをめざして～みんなで支え合い 手をつな ２７
ごうⅣ～「日常生活自立支援事業ってなぁに？」
１．講演 東大阪市社会福祉協議会 日常生活自立支援事業 担当者
２．意見交換

Ｆ 元気に歳をとろう～健康寿命とメタボを考える～ ９４
１．講演 医療法人大阪愛心会

弘生会病院 院長 橋爪慶人 氏
２．全体での質疑応答

Ｇ 認知症、その人らしい生活を、この街で～理解と対応～ １０５
１．講演 医療法人清心会 山本病院

認知症疾患医療センター相談員 五郎丸広之 氏
２．パネルディスカッション

参加延べ人数 ５１４

７．個別支援策検討会議

個別支援策検討会議 角 田 荒 川 基幹型以外 合 計

（）内は虐待事例 ７８（６４） ２３（１２） ９５（３６） １９７（１１２）

８．全体研修会

研修会テーマ がん患者に対する緩和ケア～病院と在宅系他職種との連携～

講 師 東大阪市立総合病院 緩和ケア科 医師 西嶌昌子 氏
東大阪市立総合病院 緩和ケア認定看護師 大西真理 氏
東大阪市立総合病院 がん相談支援室ＭＳＷ 上羽登志美 氏
寺田醫院 院長 寺田秀興 氏

対 象 者 地域ケア会議参画事業者および関係機関

日時・場所 11月２４日（水）14:00～15:30
男女共同参画センター イコーラムホール（希来里６階）

参加人数 ２２８人

９．広報活動（認知症パンフレットの配布先）
①関係機関（福祉事務所・保健センター警察署・消防署・人権文化センター）
②市内の各医師会会員・各歯科医師会会員・各薬剤師会会員
③市内および東大阪市近隣の医療機関
④東大阪市民生委員・児童委員協議会連合会および校区福祉委員会

10．認知症を知る地域講演会

対象地域 開催場所 日 程 講 師 参加人数

Ｃ 中鴻池リージ 11/13（土） ためながクリニック 医師 為永一成 氏 ６４
ョンセンター

11．東大阪市在宅高齢者介護者リフレッシュ事業

開催日 場 所 テーマ 講 師 参加人数

12/2 ホテルアウ 笑いと健康 大阪大学大学院 准教授 大平哲也 氏 ３４
ィーナ大阪 落語家 桂 三金 氏

3/11 ユトリート 介護の方法を学ぶ （株）コンパス 永耒 努 氏 ３０
東大阪
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Ⅹ．玉串保育園事業
１．創立して３０年を経過し、地域に密着した保育園づくりを継続している。定員１２０名の保育と待
機児解消の促進として１８％の枠外入所を実施した。

２．特別保育事業として実施している子育て支援事業では、登録制「ドレミファランド」（週２回）を
実施し、親子でいろいろな企画に参加して楽しんでいただき、保護者も子どもにとってもコミュニケ
ーションの場として活発な運営を保健センターとの連携で「保育所体験事業」（年１０回）を実施し
た。また、保育園における子育て支援のニーズは高く、公民館を利用しての「スクスクランド」（月
２回）「ぴよぴよランド」（月１回）等のあそびの広場や「園庭開放」といった自由参加型の事業にお
いても定数を超える利用者数であった。
２１年度からスタートした大阪府認定の「スマイルサポーター（保育園における地域貢献支援員）」

の資格を有する職員が育児相談の担い手となり活動することになった。また、一時保育事業において
も様々な保育ニーズに応えていくことができた。

３．世代間交流事業として、近隣の軽費老人ホーム「玉美苑」の利用者と定期交流を実施したり、楠根
デイサービスセンターへの年長児による出前保育、玉串老人会の事業への参加にも取り組んだ。また、
中学２年生の職業体験研修、高校生の夏期ボランティアの受入れを実施した。
年間行事

月 日 行 事 内 容 月 日 行 事 内 容

４ 1 ・保育開始日 ５ 25 ・誕生会
2 ・入園式 12・26 ・体育あそび
9 ・保護者全体説明会 13 ・親子遠足
14・28 ・体育あそび 19 ・うたあそび
16 ・誕生会 24 ・クッキング保育
9･23･30 ・のびのびキッズクラブ 14 ・避難訓練
21 ・うたあそび 14・28 ・のびのびキッズクラブ
22 ・避難訓練 19 ・内科健診
20 ・交通安全指導 20 ・防犯訓練
12・13 ・身体計測 18 ・歯科検診
6～16 ・クラス懇談会（計６回） 21・24 ・身体計測
28 ・防犯訓練 11・12 ・ぎょう虫検査
30 ・子どもの日の集い

６ 1～30 ・個人懇談会（2･３･４･５歳児） ７ 9・10 ・合宿保育（５歳児）
19・23 ・体育あそび 13 ・防犯訓練
16 ・うたあそび 7 ・七夕まつり集会
9・21 ・クッキング保育 20 ・誕生会
10 ・避難訓練 14・28 ・体育あそび
22 ・プール開き 21 ・うたあそび
17 ・ジャガイモ掘り 2～22 ・クッキング保育
18 ・誕生会 9・16 ・のびのびキッズクラブ
7 ・防犯訓練 8 ・避難訓練
8 ・なかよし交流会 15・16 ・身体計測

（玉美苑の皆さん） 24 ・楽しい夕べの集い
25 ・保育参観
16・17 ・身体計測（３・４・５歳児）
4･11･25 ・のびのびキッズクラブ
4 ・わんぱくフェスティバル

８ 5 ・防犯訓練 ９ 21 ・誕生会
24 ・誕生会 18 ・体育あそび
20・23 ・身体計測 3 ・防犯訓練
4・25 ・体育あそび 29 ・うたあそび
18 ・うたあそび 24 ・お月見会
20 ・避難訓練 10 ・のびのびキッズクラブ

15 ・クッキング保育
17 ・避難訓練
16・17 ・身体計測
7 ・敬老の日の集い
7 ・なかよし交流会
13～24 ・クラス懇談会（計６回）
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月 日 行 事 内 容 月 日 行 事 内 容

10 1 ・創立記念日 11 16 ・誕生会
2 ・運動会 10・24 ・体育あそび
21 ・防犯訓練 5 ・世代間交流
12･14･28 ・クッキング保育 （玉串老人会の皆さん）
21・22 ・秋まつり参加 5・12 ・のびのびキッズクラブ
13・27 ・体育あそび 2 ・避難訓練（消防署来園）
20 ・うたあそび 12・15 ・身体計測
8・22 ・のびのびキッズクラブ 9 ・内科健診
21 ・避難訓練 16 ・防犯訓練
15・18 ・身体計測 1 ・私立保育園合同運動会
19 ・誕生会 16 ・人形劇鑑賞（ドリーム２１）
7 ・さつまいも掘り 30 ・生活発表会予行（玉美苑見学）
12～15 ・あやめぐみなかよし交流週間 30 ・生活発表会写真撮影
27 ・保育参観
15 ・園外保育
1～31 ・個人懇談期間（０・１歳児）

12 6 ・マラソン開始 １ 1～4 ・休園
6 ・乾布摩擦開始 18 ・防犯訓練
4 ・生活発表会 11・13 ・新年子ども会・どんど焼き
17 ・おもちつき会 25 ・誕生会
13 ・玉美苑訪問（５歳児） 12・19 ・体育あそび
14 ・誕生会 20 ・往生院民具供養館見学(
21 ・クリスマス会 （５歳児）
8・22 ・体育あそび 19 ・うたあそび
2・15 ・うたあそび 14・28 ・のびのびキッズクラブ
6～20 ・クッキング保育 26 ・避難訓練
14 ・防犯訓練 21・24 ・身体計測
16 ・避難訓練
10・13 ・身体計測
24 ・のびのびキッズクラブ
29～31 ・休園

２ 2 ・節分あそび ３ 3 ・ひなまつり会
2 ・誕生会 2 ・体育あそび（ﾌｯﾄｻﾙｺ ﾄー使用）
9・23 ・体育あそび 9 ・体育あそび
16 ・うたあそび 9 ・うたあそび
17～19 ・作品展 8・11 ・のびのびキッズクラブ
19 ・玉美苑さん作品展見学 4 ・お別れ遠足（２歳～５歳児）
4・25 ・のびのびキッズクラブ 2～15 ・クッキング保育
22 ・卒園進級写真撮影 15 ・おやつバイキング
22 ・花園小学校交流会（５歳児） 16 ・大阪府警察本部見学（５歳児）
24 ・避難訓練 18 ・避難訓練
24 ・玉串小学校見学 11・14 ・身体計測

・身体計測 1～10 ・クラス懇談会（計６回）
・クッキング保育 22 ・お別れ会
・防犯訓練 （５歳児とのお別れ会）

15 ・誕生会
18 ・防犯訓練（防犯教室）
24 ・防犯訓練
26 ・卒園式
31 ・平成2２年度保育終了


